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1．本書は財団法人北海道埋蔵文化財センターが、平成10年度に実施した北海道横断自動車道（千歳

～夕張）建設用地内における埋蔵文化財包蔵地の発掘調査報告である。キウス5遺跡の調査報告書

としては7冊目、キウス7遺跡の調査報告書としては6冊目にあたる。

2．本書の執筆は鎌田望、笠原興、花岡正光、編集は鎌田望が主となって行った。

整理作業の担当者は下記のとおりである。

土器 鎌田望

石器・写真笠原興

火山灰分析花岡正光

文責者は文末に記した。

3．各種分析は下記に依頼した。

黒曜石のフィッショントラック年代測定：山梨県環境科学研究所輿水達司氏

（平成9年度キウス5遺跡C地区出土旧石器。北埋調報第126集参照｡）

テフラ中の鉱物のEPMA分析：ジオサイエンス株式会社

（平成9年度キウス5遺跡C地区、キウス7遺跡産出テフラ｡）

残存脂肪酸分析：株式会社ズコーシヤ、帯広畜産大学の中野益男氏

（平成7年度キウス7遺跡BP-1･2、DP-1、埋め甕採取試料。北埋調報第105集参照｡）

植物珪酸体組成について：帯広畜産大学の近藤錬三氏

（平成7年度キウス7遺跡BP－1～4採取試料。北埋調報第105集参照｡）

4．遺物・記録類は整理及び報告書作成後、北海道教育委員会が保管する。

5．調査に当たっては下記の諸機関、各氏から御指導、協力をいただいた。 （順不同・敬称略）

千歳市埋蔵文化財センター：大谷敏三・田村俊之・豊田宏良・松田淳子・遠藤昭浩、千歳サケの

ふるさと館：高橋理、恵庭市郷土資料館：上屋真一。松谷純一・森秀之・佐藤幾子、苫小牧

市埋蔵文化財調査センター：佐藤一夫・宮夫靖夫・工藤肇・兵藤千秋・赤石慎三、苫小牧市：

渡辺俊一・二階堂啓也・大泉広嗣、札幌市教育委員会：加藤邦雄・上野秀一・羽賀憲二・仙庭伸

久・秋山洋司、小樽市教育委員会：石川直章、石狩市教育委員会：石橋孝夫・工藤義衛、北広島

市教育委員会：遠藤龍畝、江別市教育委員会：高橋正勝・野中一宏・稲垣和幸、平取町教育委員

会：森岡健治、富良野市郷土館：杉浦重信・澤田健、釧路市埋蔵文化財調査センター：石川

朗、伊達市教育委員会：大島直行・青野友哉、常呂町教育委員会：武田修、帯広百年記念館：

北沢実・山原敏朗、青森県埋蔵文化財調査センター：鈴木克彦、青森県野辺地町歴史民俗資料

館：瀬川滋・田中寿明、東京大学：熊木敏郎、国立歴史民俗博物館：西本豊弘、北海道開拓記

念館：平川善祥・右代啓視、札幌国際大学：吉崎昌一、北海道大学：椿坂恭代、北海道文化財保

護協会：竹田輝雄・谷岡康孝・大島秀俊・長谷川徹、奈良大学：水野正好、根室市：北構保男



記号等の説明
1．土層名は、下記の略号を用いた場合がある。

樽前a降下軽石層:Ta-a 恵庭a降下軽石層:En-a

榑前c降下軽石層:Ta-c En-a起源のローム層En-L :

樽前d降下軽石層:Ta-d En-a未風化軽石礫層En-P

火山灰の略号は、北海道火山灰命名委員会(1982） 『北海道の火山灰』による。

2．土層の混在状態は、基本土層や上記の略号などを用いておもに下記のように表してある。

A+B :AとBがほぼ同量混じる。

A>B:AにBが少量混じる。

A>B :AにBが微量混じる。

3．土層の色調は『新版標準土色帳』 （小山・竹原1967)に従って記載した。

4．遺物実測図と土器拓影図の縮尺は、スケール等が入っているもの以外は、原則として以下のとお

りである。

復元土器： 4分の1 剥片石器・石斧： 2分の1

土器拓影： 3分の1 礫石器（石斧を除く） ： 3分の1 土製品・石製品： 2分の1

5．石器・石製品の大きさは、 「最大長×最大幅×最大厚」で記してある。

剥片石器、礫石器は機能部にこだわらず、長軸を長さ、短軸をll'昌、厚さは最大値を採用した。破

損しているものについてはその数値を（ ）で括ってある。

尚、遣物実測図中でたたき痕はVV、すり痕は←→で範囲を表した。
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I 調査の概要
調査要項

事業名

委託者

受託者

調査期間

1

北海道横断自動車道埋蔵文化財発掘調査

日本道路公団北海道支社

財団法人北海道埋蔵文化財センター

平成10年5月6日～平成11年3月31日

調査面積 現地発掘期間所在地

千歳市中央1048 1ほか

千歳市中央852-75ほか

北海道教育委員会登載番号

A03-093

A-03 265

遺跡名

5月6日～6月30日

5月6日～5月31日

キウス5遺跡

キウス7遺跡

1,648㎡

130rrf

2調査体制

財団法人北海道埋蔵文化財センター

理事長伊藤一夫 業務部長中田 仁

（平成10年5月31日まで） 第1調査部長畑 宏明

大澤 満 第2調査部長鬼柳 彰

（平成10年6月8日から） 第2調査部第4調査課

専務理事佐藤哲人 課 長熊谷仁志（発掘担当者）

常務理事柴田忠昭 主 任鎌田 望（発掘担当者）

常務理事木村尚俊 主 任笠原 興（発掘担当者）

3調査の経緯

北海道横断自動車道は、黒松内町を基点として小樽、札幌、千歳、夕張、帯広を経て網走、根室に

至る約666kmが予定されている。このうち千歳～夕張間は44kmである。昭和47年に国土開発幹線自動

車道建設審議会により基本計画が決定し、昭和61年に整備計画が決定して日本道路公団に対し施行に

必要な調査の指示があった。昭和62年に日本道路公団札幌建設局から北海道教育委員会（以下、道教

委）に北海道横断自動車道（千歳～夕張）建設について埋蔵文化財保護のための事前協議書が提出さ

れた。道教委は昭和63年に千歳～夕張間の全線を対象とした所在確認調査を実施し、 19カ所の埋蔵文

化財包蔵地につき範囲確認調査が必要との回答を出した。平成3年に日本道路公団が用地を決定した

のに伴い、道教委は範囲確認調査を実施した。これにより調査を必要とする埋蔵文化財包蔵地20カ所

(千歳市11カ所、恵庭市3カ所、由仁町3カ所、夕張市3カ所）が明らかとなった。

北海道横断自動車道（千歳～夕張）建設工事に伴う財団法人北海道埋蔵文化財センターによる発掘

調査は平成5年にキウス7遺跡とオサツトー1遺跡から開始された。この年の7月15日～8月2日と

10月12日～27日にはキウス4遺跡の3,380㎡を対象に事前発掘調査が行われた。平成6年にはキウス

5遺跡の調査が始まり、翌年からキウス4遺跡の調査も開始された。以後、今年度までに千歳市のケ

ネフチ8遺跡、キウス4遺跡、キウス5遺跡、キウス7遺跡、ユカンボシC15遺跡、恵庭市のユカン

ボシE7遺跡、ユカンボシE10遺跡の調査を実施した。

（1 ）キウス5遣跡

平成6年6月・8月、平成7年5月・ 12月に行なわれた範囲確認調査をもとに、平成6年5月から

発掘調査が継続しており、今年度が最終年度である。東西1km、南北150mにおよぶ調査範囲は東側

から大きくA～Dの4地区に分けられている。A･B地区はキウス川によって形成された低地部分、

ぐ
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I 調査の概要

(この図は国土地理院発行5万分の1地形図「恵庭」 「追分」を使用したものである。 ）

図1 キウス5． 7遺跡位置
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I 調査の概要

C･D地区は西に緩やかに傾斜する台地部分である（図2)。

平成6年度はA地区2,700㎡とB地区9,800㎡の計12,500㎡を調査する予定であったが、調査開始後

にA地区調査範囲が低湿地性遣跡であることから計画を変更し、 A地区を拡張して3,000㎡を調査対

象とし、調査完了部分1,270m2の報告をした（北埋調報第92集)。

平成7年度はA－1地区3,300㎡、A－2地区880㎡、 B地区18,230㎡の計22,410㎡を調査する予定で

あったが、調査途中にキウス4遺跡の橋脚・橋台部分の調査が追加されて計画変更となり最終的な調

査面積は18,470㎡となった。A－1地区は低湿部分300㎡を除外し地形に沿った線引きの補正を加え

て4,100㎡を調査対象とした。A－2地区のこの年度の調査はとりやめとなった。 B地区では未買収

地や工事用道路による調査不能部分を除く14,370㎡を調査した(北埋調報第104集)。

平成8年度は総面積17,290㎡の調査要請があった。A地区ではA－2地区9,200㎡と平成7年度に残

したA－1地区300㎡の計9,500㎡を調査した。B･C地区合わせて7,790㎡（のち8,450㎡に計画変更）

については、工事用道路や側道の造成予定地のB地区2,700㎡と台地上のC地区5,750㎡の計8,450㎡を

調査した（北埋調報第116集)。内業としては平成7年度調査のA－1地区4,100㎡分の整理作業を行

ない、平成8年度に完掘した東南の低湿部300㎡の調査結果と合わせて報告書を刊行した（北埋調報

第115集)。また、千歳市教育委員会によりD地区2,630㎡の調査がなされた。

平成9年度は低湿部のB地区880㎡と台地上のC地区7,910㎡の計8,790㎡を調査する予定であった。

B地区では調査区を拡張し961㎡を、 C地区では次年度調査予定の1,416㎡を加えて9,326㎡を調査した

(北埋調報第126集)。A地区では平成8年度に調査したA－2地区9,200㎡の調査結果と、平成6年

度に報告できなかった1,730㎡の上層調査分、平成7年度の調査区に一部が検出され平成8年度に調

査を継続した遺構について報告書を刊行した（北埋調報第125集)。D地区は千歳市教育委員会によ

り1,900㎡が調査され、前年度の調査結果と合わせて報告された（千歳市教育委員会1998 『キウス5

遺跡における考古学的調査』千歳市文化財調査報告書XXV)。

（2）キウス7遣跡

キウス7遣跡はキウス川とその支流に挟まれた舌状の丘陵にある（図2)。仮称キウスPA (パー

キングエリア）部分にあたり、調査範囲は東西350m、南北180mにおよぶ。平成3年10月と平成4年

11月および平成5年秋に行なわれた範囲確認調査をもとに平成5年5月から発掘調査が継続しており 、

今年度が最終年度である。

平成5年度は遺跡東側の5,613㎡を調査したうち遺跡中央部の中の沢東側と南側の4,513㎡を報告し

た(北埋調報第90集)。平成6年度は遺跡西端の1,600㎡を調査した(北埋調報第92集)。平成7年度

は遺跡のほぼ全域の北半9,570㎡を調査し、平成5年度未報告の遣跡北東側1,100㎡を合わせて報告し

た(北埋調報第105)。平成8年度は本線車道北の側道部分で中の沢北側1,720㎡を調査した(北埋調報

第117集)。平成9年度はパーキングエリア建設予定地の南側台地上の2,900㎡と遺構の検出のため拡

張した416㎡の計3,316㎡を調査した(北埋調報第127集)。

（3）今年度の調査

キウス5遺跡では昨年度の調査範囲に隣接するC地区西端部1,648㎡を調査した。縄文時代中期前

半を主体とする225点の遺物が出土したのみで、遺構は検出されなかった。キウス7遣跡では工事計

画の変更に伴い、昨年度の調査区に隣接する南東端部の130㎡を調査した。早期後半を主体とする322

点の遺物が出土したのみで、遺構は検出されなかった。

北海道横断自動車道（千歳～夕張）建設に伴うキウス5遺跡とキウス7遺跡の発掘調査はこの報告

書の刊行をもって終了する。 （鎌田望）

0
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I 調査の概要

4位置と環境

（1 ）位置

北海道西部の東径約141。から142.の間には日本海と太平洋を結ぶ標高約25m以下の低地があり、

｢札幌苫小牧低地帯」または「道央低地帯」と呼ばれている。この低地帯の東側には、北海道中部を

南北に走る夕張山地があり、西側にはその前山として「馬追(まおい)丘陵」がある。馬追丘陵の最高

地点は、長沼町と由仁町の境にある馬追山の標高273mであり、稜線はおおよそ150mの高さで南北に

伸びている。稜線の近くはやや急激な地形をなしているが、それより低い部分は緩やかな地形であり、

その裾は沖積地に連続的につながっている。

馬追丘陵は、古くは石狩国と胆振国の境界線の接するところであり、現在では空知支庁、石狩支庁、

胆振支庁が接するところであるように、自然地形上、人文環境上の境界地域となっている。

西側の斜面と扇状地（標高10～50m)には、縄文時代の多くの遺跡が分布している。丘陵の西斜面

を刻む小河川のひとつにキウス川があり、その両岸の段丘には縄文時代早期から晩期にかけてのキウ

ス遺跡群が立地している。調査したキウス5． 7遺跡はキウス川の谷を約1.5～2km東方へ入った右

岸にあって、千歳市と長沼町を結ぶ国道337号線の東側に位置する縄文時代早期～後期を主な時期と

する遺跡である。キウス5遺跡は千歳市街地の東方約9km、標高20～45mほどのところにある。キウ

ス7遺跡はキウス川流域の遺跡群で東(注1)に位置し、標高42～44mほどのところにある。地籍はキ

ウス5遺跡が千歳市中央1048-1ほか、キウス7遺跡が千歳市中央852-75ほかである。

（2）地形

遺跡のある台地は、支笏火砕流で形成された緩斜面が、湧水、流水による浸食、下刻作用によって

谷地形が幅広くなり、相対的に台地状をなしているところである。東が高くて西に低い緩やかな平坦

面は、東から西へ約100mにつき2mほどの割合で低下している。

遺跡の周辺には沖積世の降下火山噴出物が多く見られる。肉眼で判別できるのは、恵庭a降下軽石

(En-a)、樽前。降下軽石(Ta-d)、樽前c降下軽石(Ta-c)、樽前a降下軽石(Ta-a) な

どである。

これらの降下火山噴出物に挟まれる腐植土層の中から縄文時代以降の遺構、遺物が検出されている。

遺物の本来的な包含層は、Ⅲ層（近世アイヌ文化期～擦文時代～続縄文時代～縄文時代晩期）とV層．

Ⅵ層．Ⅶ層（縄文時代晩期～縄文時代早期～旧石器時代）である。

調査区域の北西部分からは、東に向かって沢が入り込んでいる。これを中の沢と呼ぶことにする。

中の沢は比高10mほどで、 III副5～20mの窪地であり、沢頭から西へ150mほどでキウス川に合流して

いる。窪地は沢の奥にいくにしたがって急激な斜面となり、沢頭の付近は崖となっている。

発掘調査によって得られた沢の形成についての観察結果は次のようになる。中の沢は、支笏火砕流

の堆積後、風水による二次堆積、浸食のなかで概略が形作られる。恵庭降下火山灰(En-a)力積もっ

たときには、すでに地形の凸凹は出来あがっていたようである。そして旧石器時代以降、人間の生活

の舞台となり、 また幾度かの降下火山灰の堆積があったが、沢地形は奥へ奥へと拡大する一方であっ

た。この沢地形の拡大は沢頭の後退であり、調査では斜面の連続崩落として観察された。これの営力

は地下水の湧出、流出である。

遺跡周辺の地形・地質については、平成6年度の報告『千歳市キウス5遺跡・キウス7遺跡（2） ・

ケネフチ8遺跡』北埋調報第92集の第Ⅱ章に詳述してある。 （笠原興）

脚注

注l 「ｷｳｽ5遺跡(6)B地区･C地区｣ (北埋調報第126f)9ﾍｰｼの図Ⅱ 2 1遺跡の地形(1)で右上の網かけで示した遺跡にキウス6鋤とあるf)はｷｳｽ8鋤の誤り‘

5



I 調査の概要

蓋(この図は陸地繩量部明給螂年部分修正‘‘年改版の假製五万分の一地形図札幌第七號｢漁｣ず"
ｺﾇ，を使用したものである。 ）
君二一

図3 「漁（いざり） 」の一部（1910年発行）
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I 調査の概要

5調査の方法

（1 ）発掘区の設定

基本図には日本道路公団北海道横断自動車道（千歳～夕張）工事予定図1,000分の1図を使用した。

キウス5遺跡では工事予定中央線のSTA.132とSTA.133、キウス7遺跡ではSTA143+00とS

TA.143+40を通る線を基軸のMラインとして4m方眼を設定した。この方眼は北西端交点のアルファ

ベットと数字の組み合わせで呼称され（例:0-85やH2-82)、 さらに2mに分割されて小発掘区と

なり反時計まわりに北西端からa、 b、 c、 dと呼ぶ（例:O-85-aやH2-82-b)。

平面直角座標系第皿系中の各座標値は以下の通り。

STA.132 (調査区杭名M-75) X=-124443032 Y=-43279400

STA.133 (調査区杭名M-100) X=-124475.682 Y=-43184.880

STA143+00 (調査区杭名M-100) X=-124794.788 Y=-42237270

STA.143+40 (調査区杭名M-110) X=-124805.434 Y=-42198713

（2）調査の方法

Ⅲ～Ⅶ層の各層を発掘区ごとに遺物の多寡に応じてスコップ、移植コテを用いて手掘り作業により

調査した。出土遺物は必要に応じて記録し、小発掘区ごとに取り上げた。野外作業と並行して現地で

水洗・分類・注記作業をおこない、小片を除く土器片には遺跡名略号・発掘区・層位・遺物番号を注

記した。夏期の室内整理作業で遺物収集帳点検・補正（遺物台帳作成） ・集計・接合・拓本・実測、

冬期の整理作業で製図・記録類の整理をおこなった。 （鎌田）

キウス5遺跡 キウス7遺跡
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I 調査の概要

6土層の区分

基本土居は過年度までのキウス5． 7遺跡報告と同じである。樽前山起源の降下軽石(Ta-c)

を挟むⅢ層とV層の黒色土層が主な遺構、遺物包含層である。千歳周辺で確認される樽前b降下軽石

(Ta-b)は検出されていない。また、層状には検出されてはいないが、樽前d降下軽石(Ta-

d)はV層の下位からⅥ層にかけて粒状に点在し、確認されている。

I層：黒褐色～灰褐色の表土層・耕作士。

Ⅱ層：灰白色、樽前山起源の降下軽石(Ta-a)。

Ⅲ層：黒色粘質腐植土層。新千歳空港用地内での調査報告にある、第0黒色土居と、第1黒色土居に

相当する。アイヌ文化期とそれ以前の縄文時代晩期までの遣物包含層である。続縄文時代北大

式土器、後北C2-D式土器、晩期大洞A･A′式土器などの遺物が出土している。

Ⅳ層：茶褐色、樽前山起源の降下軽石・岩片(Ta-c)。

V層：黒色～褐色粘質腐食土層。新千歳空港用地内での調査報告にある、第Ⅱ黒色土層に相当する。

縄文時代晩期以前、早期までの遺物包含層である。

Ⅵ層：暗褐色～黄褐色土層。V層とⅦ層の漸移層で層界は不明瞭。早期の遺物も含まれており、平成

9年度初めて旧石器時代の遺物が出土している。

Ⅶ層：黄褐～明黄褐色士層。恵庭岳起源の降下軽石(En-a)の風化ローム層(En-L)｡

Ⅷ層：明黄褐色、恵庭岳起源の降下軽石(En-a)。

Ⅸ層：風成二次堆積物。ローム質で軽石、岩片の薄層を挟む。 （笠原）
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I 調査の概要

7遺物の分類

（1 ）土器

土器は縄文時代早期に属する資料をI群とし、以下順次前期、中期、鐸

群、V群とした。続縄文時代のものはⅥ群、擦文時代のものはⅦ群である。

し、以下順次前期、中期、後期、晩期をⅡ群、Ⅲ群、Ⅳ

I群縄文時代早期に属する土器群を本群とする。

a類：貝殻腹縁圧痕文、条痕文が施された土器群。

b類：縄文、撚糸文、絡条体圧痕文、組紐圧痕文、貼付文が施された土器群。

b－1類：東釧路Ⅱ ．Ⅲ式に相当するもの。キウス7遺跡で出土している。

b－2類：コッタロ式に相当するもの。キウス7遺跡で出土している。

b－3類：中茶路式に相当するもの。

b－4類：東釧路Ⅳ式に相当するもの。

Ⅱ群縄文時代前期に属する土器群を本群とする。

a類：胎土に繊維を含み、厚手で縄文の施された丸底．尖底の土器群

a－1類：綱文式土器に相当するもの。

a－2類：春日町式、静内中野式に相当するもの。

Ⅲ群縄文時代中期に属する土器群を本群とする。

a類：円筒土器上層式、萩ケ岡1 ． 2式に相当するもの。キウス5遺跡で出土している。

b類：天神山式、柏木川式、北筒式に相当するもの。キウス5遺跡で出土している。

b－1類：天神山式に相当するもの。

b－2類菖柏木川式に相当するもの。

b－3類：北筒式、 ノダップⅡ式、煉瓦台式に相当するもの。

Ⅳ群縄文時代後期に属する土器群を本群とする。

a類：余市式、入江式、手稲砂山式に相当するもの。キウス7遺跡で出土している。

b類：ウサクマイC式、手稲式、ホッケマ式に相当するもの。キウス5 ． 7遺跡でt

c類：堂林式、御殿山式に相当するもの．

ウサクマイC式、手桶式、ホツケマ式に相当するもの。キウス5 ． 7遺跡で出土している。

堂林式、御殿山式に相当するもの。

V群縄文時代晩期に属する土器群を本群とする。

a類：大洞B式、上ノ国式に相当するもの。

b類：大洞Cl式、大洞C2に相当するもの。

c類：大洞A式、大洞A'式に相当するもの。キウス5 7遺跡で出土している。

Ⅵ群続縄文時代に属する土器群を本群とする。キウス7遺跡で出土している。

Ⅶ群擦文時代に属する土器群を本群とする。

(鎌田）
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I 調査の概要

（2）石器

石鍼、つまみ付ナイフ、スクレイパー以外は器種別の大分類にとどめ、記号等による細分類は行わ

なかった。使用している分類の名称および掲載順は以下の通りである。

剥片石器類

・石錐、石槍またはナイフ、 ドリル、つまみ付きナイフ、スクレイパー

石鑛

1 無茎のもの 2有茎のもの

a 三角形のもの a 平基のもの

（1）平基 （2）凹基 （3）凸基 b 凹基のもの

b 柳葉形のもの c 凸基のもの

c 菱形のもの d 茎が不明瞭のもの

． 五角形のもの e 上記に該当しないもの

e 木葉形のもの 8細分が困難な破片、未成品など

f 上記に該当しないもの

つまみ付ナイフ

1 縦形のもの 2横形のもの

a 片面全面加工のもの 3 1 ． 2に該当しないもの

b両面加工のもの 8細分が困難な破片、未成品など

c 周縁加工のもの

． 剥片をあまり加工しない、粗雑なつくりのもの

スクレイパー

1 縦形のもの 3 ラウンドスクレイパー

2横形のもの 4 1～3に該当しないもの

a 側縁に刃部をもつもの a 側縁に刃部をもつもの

b端部に刃部をもつもの b端部に刃部をもつもの

c 尖頭部を作出するもの c 尖頭部を作出するもの

． 石くらと称されるもの 8細分の困難な破片、未成品など

痕のある剥片(Rフレイク)、使用痕のある剥片(Uフレイク）・加工痕のある剥片(Rフレイク）、使用痕のある剥片(U

・剥片・細片（フレイク・チップ）

・両面加工石器、模形石器、石核、棒状原石

礫石器類

・石斧、擦り切り残片

・たたき石、すり石、砥石（有溝砥石、矢柄研磨器を含む）

・石錘、石皿・台石

・礫・礫片、原石

旧石器

旧石器時代の遺物としては、石刃と細石刃が出土している。

3）土製品・石製品（3）土製品・石製品

今年度の調査では土製品・石製品は出土していない。

(鎌田）
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Ⅱキウス5遣跡の調査
1 概要

調査区は東から西へゆるやかに傾斜する台地上にあり、昨年度調査区の西側に隣接する三角形の部

分である（図6)。表土を除去したところ、 80ライン付近より東側はⅥ．Ⅶ層まで、それより西はV

層まで耕作により畝状に撹乱されていた。 80ライン付近以西では西にいくほどV層は厚くなる。調査

は排土場所の都合上、調査区西端部から東へと数グリッド単位で層ごとに掘り下げていった。遺物の

出土は散発的であり、西側では希薄である。遺構は検出していない。 （鎌田）

2包含層の遣物

土器56点と石器等169点の計225点が出土した。出土層位の内訳はV層から117点（52％)、Ⅵ層から

52点（23％)、Ⅶ層から43点（19％)、風倒撹乱から12点(5%)、耕作撹乱から1点である。なお、

集計表および分布図では耕作撹乱出土の1点は風倒撹乱に含めている。また、Ⅶ層出土のものはフレ

イク1点を除き礫・礫片である。

土器には縄文時代中期前半、中期後半、後期中葉、晩期後葉のものがある。石器等には石錐、つま

み付きナイフ、スクレイパー、 フレイク、石皿片、礫・礫片がある。また、旧石器時代の遺物として

は石刃と細石刃がある。 （鎌田）

（1 ）土器

Ⅲ群a類38点（68％)、 Ⅲ群b類3点（5％)、Ⅳ群b類2点（4％)、V群c類13点（23％）が出

土している。主体を占めるⅢ群a類は調査区東側のO～Sライン、 82～89ラインの間のV層から37点、

Ⅵ層から1点出土している。Ⅲ群b類は調査区西南側のR-74～76区Ⅵ層から3点の出土で、掲載し

ていないがいずれも摩耗した胴部破片である。Ⅳ群b類は調査区西北側のP-77区風倒撹乱から2点

出土している。V群c類は調査区北側のN-82区風倒撹乱から2点、調査区西側のR･S-72･ 73区

V層から10点と風倒撹乱から1点の出土となっている。

Ⅲ群a類（図7－1～7、図8、表2、写真図版3）

1～7は深鉢形土器の破片である。 1と2はP～R-82～85区のV層上位．V層中位．Ⅵ層から破

片15点が出土した同一個体、 3と4はO～R-83～85区のV層上位･V層中位･V層下位から5点出

土した同一個体、 6と7はP・Q-88区のV層中位から17点出土した同一個体である。

1はQ-83-bのV層中位、 2はQ-84-cのV層上位から出土した口縁部である。 1は外反する

口縁に台形の突起があり、突起下にはボタン状の小突起が付けられている。2は器面と外傾する口唇

に地文のRL斜行縄文が施されている。8はR-83-aのV層中位、 4はR-83-cのV層上位から

出土した口縁部である。3は口縁の台形突起の貼付帯が爪により刻まれている。4は胴部の貼付帯が

爪により刻まれている。地文にはRL+LRの羽状縄文が施されている。5は地文にLRの縄文が認

表1 包含層出土遺物集計
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Ⅱ キウス5遺跡の調査

今年度の調査区
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Ⅱ キウス5遺跡の調査

められ、垂下する貼付帯が同じ原体により刻まれている。6はQ-88 aのV層中位から出土した胴

部、 7はP-88-bのV層中位から出土した底部である。 6の地文にはRL+LRの結束羽状縄文が

施されている。 7の底部は張り出す。

Ⅳ群b類（図7－8，図8、表2，写真図版3）

8はP-77-cの風倒木による撹乱から出土した浅鉢形土器の口縁部である。細い沈線で区画した

中に刻目列がめぐり、それより上の口縁には磨消縄文がある。

V群c類（図7 9～11,図8，表2、写真図版3）

9 ． 10は深鉢形土器、 1lは浅鉢形土器の破片である。
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Ⅱ キウス5遺跡の調査
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Ⅱ キウス5遺跡の調査

9はN-83-dの風倒木による撹乱から出土した深鉢の胴部である。太い沈線で区画した上を磨り

消し、下はRLの縄文を施してから沈線文を施している。太い沈線の区画にかかる貼り付けは指頭に

よりつままれている。 10はR-73-bのV層下位から出土した3点が接合した胴部である。この個体

はS-72-dのV層下位からも7点出土している。地文にはRL+LRの羽状縄文が施されている。

11はS-73-bの耕作撹乱された層から出土した。地文にはLRの縄文が施されている。 （鎌田）

（2）石器

包含層出土の石器総数は169点で、剥片石器14点、礫石器155点である。内訳は石繊3点、スクレイ

パー2点、つまみ付ナイフ3点、石刃1点、細石刃2点、石皿片3点、フレイク3点、礫・礫片152

点となっている。出土層位はV層から70点、Ⅵ層48点、Ⅶ層43点、風倒撹乱8点という出土割合にな

る。

石雛（図7－12 ． 13、図8、表3、写真図版3）

2点出土した。すべて黒曜石製である。 12 ． 13ともにV層から出土している。 12は1a類平基のも

ので、丁寧な両面加工が施され、薄手である。 13も1a類平基のものと思われるが、中央部付近より

約半分を欠損する。残存する部位は両面に全面加工が施されている。

Ｊ

Ｋ

Ｌ

Ｍ

Ｎ

Ｏ

Ｐ

Ｑ

Ｒ

Ｓ

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

Ｊ

Ｋ

Ｌ

Ｍ

Ｎ

Ｏ

Ｐ

Ｑ

Ｒ

Ｓ

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

＝亡
フレイク分布図 ＝一=F--

＝イニ＋--
鹿■■■ ’
三rT | | | | | |
/J1 1 1 1 1 11 | 1 1 ,

〆〆1 1 1 ｣ 1 1 1 1 1 1
〆〆1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

〆〆1 illlLL｣_｣一L鍔L｣一｣－'一砦一一

〆
石刃分布図

ｨ祠
／
一

＝
〆

I

一

一

１
０９

l l l l l l l l l l l l l l l l l
70 75 80 85

１
０９

l l l l l l l l
80 85

｜ ｜ l l l l l
70 75

Ｊ

Ｋ

Ｌ

Ｍ

Ｎ

Ｏ

Ｐ

Ｑ

Ｒ

Ｓ

~

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

Ｊ

Ｋ

Ｌ

Ｍ

Ｎ

Ｏ

Ｐ

Ｑ

Ｒ

Ｓ

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

三

一

一

一

一

一

一

匿

担

■

｜

旦

川

川

川

ｌ

｜

■

一

糺

叶

Ｌ

ユ

ー

Ｌ
一

坐

Ｉ

’

１

打

一

斗

図布分

一

一

ｌ

刃

石

イ

恒

細

イ

呵倖羊
石皿片分布図

〆〆「 | l l l l l 1
〆〆1 1 1 1 1 1 1 ｜

列－1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
／〆「 l l l l l I l l l |」」

イイ ｜ ｜ ｜ ｜ l l l l l l l l |
〆〆「 ｜ ｜ ｜ ｜ 」一U_｣一｣－LL｣一｣一一崖一一

｜ ’
90~１０７ l l l l

75

１
０９５８０８

l l l l I
85

’ ’ ’
70

l l l l
75

I l
8l0

O 10m
I 1 1

Ｊ

Ｋ

Ｌ

Ｍ

Ｎ

Ｏ

Ｐ

Ｑ

Ｒ

Ｓ

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

ゴ
ー
「
『
‐
「
訓
コ
コ
ー

ニ

’

１

’

１

３

’

１

３

’

４

－

／

ｌ

１

ｌ

ｌ

６

６

１

１

碆

存
二
一
Ｌ
２
－
↑
２
４
↑

栫

糾

排

典

州

韮

呉

~

イ

エ

訓

ユ

川

里

河

１

］

図布

剣

馴

坐

分片礫

邦

曇

礫

V層出土

の点数

鮒甑趾

の点数

Ⅵ層出土

の点数

Ⅶ層出土

の点数

０８５７

１
０７

l l l l l l l 1
85 90

図9包含層遣物分布図（2）

1〆

10



Ⅱ キウス5遺跡の調査

スクレイパー（図7－14 ． 15、図8、表3，写真図版3）

2点出土した。 14は1b類のエンドスクレイパーでⅥ層から出土した。石材は頁岩で、縦長剥片を

素材にしている。平面形は石器の長軸線に対してほぼ左右対象で、弱く外反する刃部側に最大|幅があ

る。両側縁には連続する微細な剥離が認められ、端部には急角度の刃部が作出されている。

15は1a類で縦長剥片を素材にした、黒曜石製のスクレイパーである。Ⅵ層から出土した。両側縁

の刃部の形成は、旧石器の可能性もある。腹面側から背面側に急角度の二次加工が施されている。打

面が破損し、先端部も欠けている。

つまみ付ナイフ（図7－16～18,図8、表3、写真図版3）

3点出土した。 16はV層から出土した。 1a類で、石材は頁岩である。 17 ･ 18は黒曜石製で、 17は

1c類。V層から出土した。 18はⅥ層出土のもので1b類。腹面の周縁加工は比較的丁寧に施されて

いる。

石刃（図7－19、図9、表3、写真図版3）

1点出土した。 19はV層下位から出土した。背面右側縁には調整が施され、左側縁には微細な歯こ

ぼれが認められる。先端部は欠けている。

細石刃（図7－20、図9、表3、写真図版3）

2点出土した。 20は黒曜石製で、Ⅵ層から出土した。長さ2.1cm、幅0.7c,n、厚さ0.2cmで、 2本の稜

をもち、両側縁はほぼ平行である。背面右側縁には微細な歯こぼれが認められる。断面形はほぼ三角

形で薄手である。下端部側が欠けている。 （笠原）
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Ⅲキウス7遺跡の調査
1 概要

平成10年度調査区は、昨年度拡張して掘り残した遺跡南東端部の130㎡を調査した（図10)。昨年度

の調査区からは、旧石器時代、縄文時代早期後半、中期～後期、晩期末葉までの遺構、遺物が多数見

つかっている。主体となるのは、縄文時代早期後半のI群b-2類(コッタロ式期)のものである。V

層からの遺構と包含層から多く出土しており、 この遺跡の主体となる時期の遺物である。この土器を

伴う遺構には、竪穴式住居跡9軒、土壌6基、焼土などがあった。なかでも9軒の住居跡からは、ほ

とんどのものの床面中央付近に炉跡と思われる焼土が認められた。また、床面に配置された柱穴も良

好に検出された資料もあった。この他にも、細石刃核を伴う旧石器時代のブロックが1カ所、縄文時

代中期後半の焼失家屋や、後期前葉の竪穴式住居跡などが見つかっている。遺物包含層はⅢ層とV層

の黒色粘質腐植土およびⅥ層の暗褐色粘質腐植土である。今年度の調査では遺構は検出されず、遺物

の出土は主にV層とⅥ層からである。

平成5年度から始まったキウス7遺跡の調査は今年度で予定地のすべてが終了した。 （笠原）

2包含層の遣物

土器160点と石器等162点の計322点が出土した。このうち礫、礫片が144点(45％)を占める。出土層

位の内訳は、V層から254点(79％)、 VI層43点(13%)、風倒撹乱25点(8%)である。

遺物は縄文時代早期から続縄文時代におよんでいるが、主体は縄文時代早期後半の遺物である。土

器は早期の東釧路Ⅲ式、 コッタロ式、後期の余市式、手稲式、晩期のタンネトウL式、続縄文時代後

北C2-D式土器がある。石器は石鑛、両面加工石器、石斧片、砥石等が出土している。 （笠原）

（1 ）土器

I群b－1類4点（3％)、 I群b－2類137点（86％)、Ⅳ群a類11点（7％)、Ⅳ群b類1点（1

％)、V群c類2点（1％)、Ⅵ群5点（3％）が出土している。 （小数点以下四捨五入のために、合

計は100％にならない｡）

I群b－1類はG2-81区のV層とⅥ層から2点ずつ出土している。主体を占めるI群b－2類は、

調査区南東側G2-85区、H2-84･85区を除く発掘区のV層から99点、Ⅵ層から20点、風倒撹乱から

18点出土しており、そのうち、調査区西側のG2 ・H2-80･ 81区からは89%を占める113点が出土し

ている。Ⅳ群a類は調査区西側のG2-80区のV層から3点、H2-80区のV層から7点、 H2-82区

のⅥ層から1点出土している。Ⅳ群b類、Ⅳ群c類、Ⅵ群はいずれもV層からの出土である。Ⅳ群b

類はG2-82区から1点、Ⅳ群c類はG2･H2-83区から各1点、Ⅵ群は調査区西側のG2-80区から

3点とH2-81区から2点の出土となっている。

表4包含層出土遺物集計
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Ⅲキウス7遺跡の調査

今年度の調査区

N
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Ⅲ キウス7遺跡の調査

I群b－1類（図11－1 ． 2、図12、表5、写真図版6）

1 ． 2は深鉢形土器の胴部破片である。 1はG2-81-bのV層から破片2点が出土した個体のう

ちの1点、 2はG2-81-cのV層から出土したものある。いずれも、器壁に凹凸があり、指ナデに

より調整されている。太めの原体による撚糸文は1がRL、 2はLRである。 1は内面に、 2は器面
に指頭痕がある。 2の内面は剥落している。

I群b－2類（図11－3～35、図12、表5 ． 6、写真図版6）

3～35は深鉢形土器の破片である。

口縁部（3～6）

貼付帯をもつもの（3） と貼付帯の見られないもの（4～6）がある。

3はH2-80-bのV層から出土した。LRの縄文を施して、幅2mmほどの貼付帯を付け、貼付帯

と尖り気味の口唇は径1～2mmの丸棒状工具により刻まれている。4はH2-81-dのV層から破片

2点が出土した個体のうちの1点である。口縁が歪んでいる。器面にRLの縄文を施し、口唇直下と

口唇を指頭でナデ調整している。口唇の一部にはRLの縄文が認められる。 5はH2-81-dの風倒

撹乱から出土した。口縁が体部器壁に比べ厚くなっている。器面にRLの縄文を施して、口唇を工具

で横にナデ調整しており、口唇の一部には器面と同じ縄文が残っている。 6はH2-80～82区のV･

Ⅵ層から破片30点が出土した個体のうち2点が接合したものである。地文はRLの縄文、口唇は縄で

刻まれている。

貼付帯をもつ胴部（7～15）

貼付帯への施文は、縄による圧痕(7 ･ 10 ･ 11 ･ 12)、縄による刻み(8 ． 13～15)、丸棒状工具に

よる刻み（9）がある。

7はG2-81･ 82区のV層・風倒撹乱から破片5点が出土した個体のうちの1点である。 RLの縄

文を施して幅3～4mmの貼付帯を付けている。器面と貼付帯は施文後に指ナデされている。8はG2-

80区のV層から16点とG2-83区の風倒撹乱から1点の計17点の破片が出土した個体のうち3点が接

合したものである。 LR+RLの羽状縄文を施して一部を擦り消し、幅3～4mmの貼付帯を付けてい

る。9はG2-81-dのⅥ層から出土した2点が接合したもの。RLの縄文を施して幅2～3mmの貼

付帯を付けてから地文を幅3mmほどの箆状工具によりナデ消している。貼付帯は径1～2mmの丸棒状

工具により刻まれている。 10はG2-80･ 81区のV層と風倒撹乱から4点とH2-81区のV層から1点

の計5点の破片が出土した個体のうちの1点である。器面に整ったLRの縄文を施して|幅3～4mmの

貼付帯を付け、その際の地文を擦り消している。 11はG2-84-bのV層から出土した。RLの縄文

を施して幅1～2mmの貼付帯を付けている。 12はG2-82-bのV層から2点出土した個体のうちの

1点である。器面にLRとRLの縄文を施して幅4～5mmの貼付帯を付けている。 13はG2-80-b

のV層から破片4点出土した個体のうち、接合した胴部2点および底部である。LRとRLの縄文を

施して幅1cm程で擦り消した部分に、幅3mm程の貼付帯を2本付けている。内面には炭化物が付着し

ている。 14はG2-80～82区のV層から10点とH2-80区の風倒撹乱から1点の計11点の破片が出土し

た個体のうち3点が接合したものである。LRとRLの縄文を施し、幅5mm程の縦位の貼付帯2本を

指1本分の間隔をあけて付けている。各貼付体の右側には2mm程離して幅約1mmの工具による縦位の

調整痕が認められる。 15はG2-81･ 82区のV層から3点とH2-83区のV層から1点の計4点の破片

が出土した個体のうちの1点である。RLの縄文を施して指頭により横にナデ調整し、幅5mm程の縦

位の貼付帯を付けている。貼付帯の両側には1mm程離して半裁竹管状工具によるものと思われる縦位

の調整痕が認められる。
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Ⅲ キウス7遺跡の調査

貼付帯の見られない胴部（16～33）

地文・文様には、 LR+RLの羽状縄文(16 ･ 21)、 LRとRLの縄文(17 ･ 18 ･ 19 ･ 20)、 LRの

縄文（22～27)、 RLの縄文(28･29)、絡条体圧痕文(30)、組紐圧痕文(31)、短縄文(32)、短縄

文と縄線文（33）がある。内面調整は横ナデのもの（16～18 ． 20～23 ． 25～33)、地文と|司じ縄文が

施されているもの（24）がある。 19の内面は剥落している。

底部（13 ． 34． 35）

いずれも底部が張り出す。 34はG2-81-dのV層、 35はH2-81-aのV層から出土した。 13はL

Rの縄文、 34は短縄文、 35はRLの縄文が施されている。

Ⅳ群a類（図11-36～39、図12,表6，写真図版6）

36～38は口縁部、 39は胴部である。 36はH2-80-bのV層から破片3点が出土した個体のうちの

1点である。器面にRLの縄文を施して口縁に貼付帯を付けている。口縁貼付帯は剥落している。 ~口

縁貼付帯直下には丸棒状工具による下方向からの刺突文がある。 37は口縁が欠損している。器面にの

LRの縄文を施して貼付帯を付けている。貼付帯にも地文と|可じ縄文が施されている。38は貼付帯に

LRの縄文が施されている。器面は剥落している。 39の器面にはRLの縄文が認められる。

Ⅳ群b類（図11-40,図12、表6、写真図版6)

40は深鉢形土器の磨消帯部分である。内面は磨かれている。

Ⅳ群c類（図11-41,図12、表6，写真図版6)

41は深鉢形土器の胴部破片である。器面にはLRの縄文が施されている。内面は磨かれている。胎

土に黒色鉱物を含む。

Ⅵ群（図11－42 ． 43，図12,表6、写真図版6）

42 ． 43は深鉢形土器の破片である。 42は口縁部、 43は胴部である。器面には列点文と縞縄文が施さ

れている。 42は口唇が刻まれている。 （鎌田）

（2）石器

包含層出土の石器総数は162点である。内訳は剥片石器（剥片・砕片含む) 11点、礫石器（礫・礫

片含む) 151点である。剥片、礫・礫片を除く石器の合計は9点で、剥片石器2点、礫石器7点であ

る。このうちの4点を図示した。

石鑛（図11-44,図12，表7、写真図版6)

44は黒曜石製でⅥ層から出土した。 1a類凹基で、基部の挟りは浅く、薄身である。

両面加工石器（図11-45、図12、表7，写真図版6)

45は黒曜石製でV層から出土した。両側縁部がやや丸みをもち、木葉形を呈する。

砥石（図11－46、図12,表7、写真図版6)

46は砂岩を素材にした砥石片で、風倒木撹乱から出土した。機能部は平坦な研磨面をもつ。折断面

に使用痕は認められない。

たたき石（図11-47、図12,表7、写真図版6)

47は砂岩製でV層から出土した。素材の約半分が欠損する。被熱していると思われ、一部赤色を呈

する。 （笠原）
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Ⅲ キウス7遺跡の調査
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鴎 鰐
ll l

11 2

ll 3

l1 4

11 5

鋤鰐(幡）

G2-81-b, 6

G2-81-c, 1

H2-80-b, 6

H2-81-d, ll

H2-81-d, 2 (2)

H2-81-c, 1

鮒

一
帽
一
帽
一
帽
一
棚
一
帽
一
暇

点訓分 朔
l lb-1

l lb-l

l lb-2

l lb-2

l lb-2

1 l b-2

1

l b-2

細
一
胴
一
胴
一
噸
一
眼
一
暇

同一鮴鋤鰐幡) ,鮒(撤) ‘鮴溺(舗朏轍）

G2-81-b, 4,V(1) ' I#b噸鮴1 (2) ､

I#b-噸鮴2 (1) '

1#b-噸鮴1 (1) .

H2-81-d, 4,V(1) ｡ l#b噸鮴2 (21 .

1#b瀬鮴3 (1) ,

瀧
一
溺
一
職
一
職
一
職
一
職

撤剥鮒

倣勅0RL撚紋。

敬ｶﾙ0LR撚紋。

鮒帯‘ﾛ欧辮鯲。

ﾛ朧､鰄RL"｡

平ﾛ#､敬RL".
1l 6 ロ；職 H2-80-1,3 {2),V(1).R5 (1),VI2) .同d,

6,W(1) 'H2-81-c, 1,V(4) ,52,V(2) 'R

4 (2) ,VI4) ､md, 2 (2) ,V(1) ｡R4,V(3) .

同6 (2),V(2) .同8,V(1) .H-82-a, 3, V

(11 .mb, 2,V(11 .同3,V(2) 'Rc, 3 (11 ,V

{1) .紺記(1) . l#b蝋鮴4 (30) ~

ﾛ關鯲､敵RL"｡

V層H2-81-c， 6

V層11 ７ G2-82-b,
r

O 職 胴lb-2 G2-81-c, 4,M(1) .G2-81-d, 5,Wi(2) .

G2-82-b, 3, VI1) ､ l#b瀬鮴5 (5) .

G2-80-1, 2,V(1l .同4, V(21 .m6, V(4) .

同d, 4!VI1) .55,V(2) .R6,V(1) ｡ G2-83,

1}M(1) ． I#b蝋鮴6 (17) '

I群b瀬鮴7 (2) ，

1 鮒散離臘。

"RL"｡
1l G2-80-a, 4 V:

G2-80-d, 5 VWG2-80-d, 5

8 職lb-2 胴２
－
１

鮒綱鯲。

MLR+R馴椒r‘

Ⅱ 9 G2-81-d, 4 順’ 2 職lb-2 胴 鮒帯｡"RL"｡

鮒#|蝿蝋ﾅﾃ。
1 1 10 V層G2-81-b， 1 職lb-2 胴1 鮒撒舶臓。

"LR"｡
Ⅱ

’ ll G2-84-b, 2 VW l l b-2職 胴 ! IWb噸鮴9 (1)
12 G2-82-b, 4 VM l l b-2職 胴 G2-82-h. 4.V(19
」し V層G2-82-b, 4 職 ’l b-2 G2-82-b, 4,VI1

鮒帯｡"RL"｡
11 ) . l#b噸鮴10 (1) 鮒献雛臘。

"LR･RL"｡
11 V層13 G2-80-b, l 職３ M-Klb-2 G2-80-b, 1,V(1), I#b瀬鮴l1 (4) . 鮒帯噸聯，

"LR･RL"｡

23

２

1 1

2

19 18 1

２

16 瓦一一一

1

６

３
~

６２

４

０

５
~

３

１

7

1



Ⅲ キウス7遺跡の調査

表6掲載土器一覧（2）
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Ⅳ自然科学的分析

1 キウス5遣跡出土黒曜石のフィッショントラック年代測定

山梨県環境考科学研究所輿水達司

（1 ）はじめに

北海道千歳市のキウス5遺跡から出土した加熱を受けたと見られる黒曜石片2点につきフイッショ

ントラック年代測定を実施したので、その結果を報告する。

（2）分析資料

資料はともに旧石器時代の掻器である。キウス5－1はⅥ層から、キウス5－2はⅦ層下位～Ⅷ層

上面で検出したフレイク集中から出土したものである。詳細は北埋調報第126集で報告されている。
（3）フィッショントラック年代測定

フイッシヨントラック年代とは、一般に火山活動などにより鉱物・ガラス等が晶出あるいは固結し

た時、すなわちフイッシヨントラックが記録される状態になってから現在までの経過時間を示すもの

である。しかし、熱効果あるいは圧力効果などによりフイッショントラックが完全に消失した場合に

は、その時から新たに自発フイッショントラックの蓄積が始まる訳である。フイッシヨントラックの

消失の原因が、例えば先史人類によって資料に与えられた熱効果一遺跡における火の使用一であれば、

測定された年代値は考古学的な意味をもつことになる。このような事情から、遺跡から出土した焼け

た黒曜石のフィッショントラック年代を測定する重要性が生じる。今回の実験に用いた黒曜石は、黒

曜石に独特な光沢を失っており、一見して熱を受けたと判断されるものであった。

FleischeretaL(1975)に従えば、フイッショントラック年代(A)は、標準ガラスについての定

数が明らかにされている場合には次式により算出される。

A=: (Ps/Pi) Pd

ここで、 psは自発フイッショントラック密度、 p iは誘発フイッショントラック密度、 Iodは標

準ガラス中の誘発フイッショントラック密度、 ‘は定数である。実際には、同一の黒曜石から2箇の

試料を用意し、その一つを標準ガラスとともに立教大学原子力研究所のTRIGAMarkⅡ回転試

料棚で熱中性子を照射した。その後、 これら2箇の黒曜石（一方は自発フイッシヨントラック密度用、

他方は誘発フィッショントラック密度用である）を樹脂に包埋し、黒曜石の内面を観察するため研磨

した。ついで、 48%HFを用いて23℃で15秒間のエッチングを行い、エッチング面のレプリカを作り、

これを光学顕微鏡下で観察した。測定の詳細については輿水(1981)を参照されたい。

（4）結果

得られた結果を表8に示す。 2箇の黒曜石から得られた年代値はそれぞれ20,400年、 19,600年であ

った。なお、年代を得る過程で生ずる計数誤差は、 20,400年に対しては1びで1,600年、 2ぴで3,300

年が、 19,600年に対しては1びで1,800年、 2ぴで3,500年が見込まれる。

参考文献

Fleischer,RL,Price,PBandWalker,R.M(1975)

NuclearTracks inSolids:PrinciplesandApplications・UniversityofCaliforniaPress.605p.

輿水達司(1981）

石狩低地帯に出土する黒曜石片の原産地地球科学、 35, 267-273.
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W 自然科学的分析

表8 キウス5遺跡出土黒曜石のフィッショントラック年代測定結果

sample Ns Ps Ni p i Nd ' Age

20400

19600

2000

2000

20.2

20.2

１

１
~~

６

６

１

１

１

０

届

６

２

２

2000

20()(）

キウス5－1

キウス5－2

185

144

自発フイッシヨントラック数(tracks)

自発フイッショントラック密度(tracks/c㎡）

誘発フイッシヨントラック数(tracks)

誘発フイッショントラック密度（×104trackS/c㎡）

標準ガラス中に観察された誘発フイッショントラック数(tracks)

熱中性子線量（×1014neutrons/c㎡）

年代(vearsBP.)

Ns

IOS

Ni

p l

Nd

‘

Age

備 考掲載番号層位遺物Nb器種資料名 グリッド

口
図Ⅶ－2－4－5Ⅵ層2掻器 O-99-aキウス5－1

フレイク集中出土Ⅶ層下位 図Ⅶ－2－4－9掻器 23キウス5－2 R-98-b

キウス5－2キウス5－1

、．
、～

－一

～－一~~

~ノ｝
一一

一

写真1 フィッショントラック年代測定資料
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Ⅳ 自然科学的分析

2 キウス5．7遣跡産出テフラのEPMA分析※1

ジオサイエンス株式会社鄭重

（1 ）緒言

本報告は，財団法人北海道埋蔵文化財センターの御依頼により1997年11月～1998年4月にかけてジ

オサイエンス株式会社が行ったEPMA分析の結果をまとめたものである。

<件 名〉

<目 的〉

<測定鉱物〉

キウス，西桔梗，柏台，茂別遺跡産出テフラのEPMA分析

基礎データにする。

斜方輝石

火山ガラス※2

角閃石※2

分析に供する試料は，表9のテフラEPMA分析試料一覧表の29点である。

波長分散型EPMAポイント分析法

EPMA分析装置： 日本電子社製JXA-8800M

斜方輝石EPMA測定結果データ集※1

火山ガラスEPMA測定結果データ集※2

角閃石EPMA測定結果データ集※2

顕微鏡写真集※3

<試 料〉

<試験方法〉

<使用装置〉

<巻末資料〉

（2）分析原理と方法

①波長分散型EPMAによる元素分析

EPMA(ElectronProbeX-rayMicroanalyzer ;エレクトロンプローブX線マイクロアナラ

イザー）は，加速した電子ビームをごく細く絞って試料に照射し， そこから発生する特性X線のスペ

クトルをもとに微小領域の化学組成を明らかにする分析手法である。電子ビームは直径1βm前後ま

でに絞り込むことができ， この時の入射電子の拡散領域，すなわち化学組成の情報源の大きさは直径・

深さとも10"m以下である。EPMAの最大の特長は，試料の形態や組織を粉砕や溶解によって損な

うことなく ，顕微鏡で試料の表面を観察しながら， このような微小分析点を任意に設定し分析できる

点にある。このため，複雑な組成を持つ試料の特定の部分や粉末試料の粒子ごとの化学組成を知るこ

とができる。EPMA分析装置は，電子顕微鏡に波長分散型X線分光器(WDS,Wavelength

DispersiveX-raySpectroscopy)を取付けることによって構成され, NaからUまでのすべての元

素が精度よく短時間に分析できる。

今回は波長分散型X線分光器を取付けた走査型電子顕微鏡(EPMA分析装置， 日本電子社製JX

A-8800M)を用いて分析を行った。その原理を以下に述べる。

分子を構成する原子はそれぞれ固有の殻電子準位をもっている。このような物質に電子線を照射す

ると，その物質から原子特有の性質をもつX線（特性X線）が発生する。そのエネルギー（波長）は

原子の内殼電子準位差即ち原子固有の殻間遷移エネルギーに等しい。このX線の波長を分析すること

により，元素の定性分析ができる。また，それぞれの特有波長をもつ特性X線の強度を測定し，標準

強度と比べることにより定量分析も可能となる。

ワr7
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1V 自然科学的分析

②試料の処理

試料が絶縁性の物質や，二次電子放出効率の低い軽元素からなる試料の場合，試料表面を導電性物

質でコーティングすることが必要となる。通常は，真空蒸着法により，金，銀， カーボンなどを試料

表面に薄く蒸着する。元素分析する場合は通常カーボン蒸着を行う。今回カーボン蒸着が行われた。

火山灰試料を蒸留水で充分超音波洗浄した上に，重液分離を行い，軽鉱物の火山ガラスと重鉱物の

斜方輝石をそれぞれ分離した。粒径75～125"mの斜方輝石粒子と粒径数十βmの火山ガラス粒子を

分析試料として，研磨薄片に作成した。但し，非常に少ない試料は重液分離（濃集）を行わずにその

まま研磨薄片にした。研磨薄片表面にカーボンを蒸着したのちに， 日本電子社製JXA8800MのE

PMA分析装置を使用し，一試料当り20粒程度の粒子に対して， ポイント分析を行った。但し，分析

鉱物の粒子が20粒に足りない場合、あるものだけを分析に用いた。また，分析する鉱物を間違いない

ように偏光顕微鏡下で鉱物種を確認したうえ, EPMA分析を行った。

（3）分析結果と考察

斜方輝石{(M9,Fe)SiO3}

斜方輝石はエンスタタイト(MgSiO2)とフェロシライト(FeSiO3)との固溶体であり， 一般に

(M9,Fe)SiO3と表される。斜方輝石の(MgO+FeO)/SiO2モル比の測定値は1前後であり，一

方，そのMgO/FeOモル比は斜方輝石の種類を表し，屈折率などの物理的な特性を決定する（吉川

1993)。したがって, (MgO+FeO)/SiO2モル比の測定値を用いて，斜方輝石の確認に応用でき

る。一方,MgO/FeOモル比の測定値は斜方輝石の分類の有効なパラメーターとして利用できる。

各試料のMgO/FeOモル比の測定値の分散(標準誤差)は，測定誤差ではな<,主に斜方輝石粒子

の平均値からの変化であり，各試料に含まれた斜方輝石粒子の主元素組成分布の特徴(多様性)を表す

ものである。標準偏差が小さいものは斜方輝石がほぼ同一種類の粒子からなる集団であることを示す

が，大きいものは，様々な種類の粒子からなることを示唆する。 したがって，各試料のMgO/FeO

モル比の測定値の分布範囲平均値，標準誤差を用いて，斜方輝石の化学組成の分類に利用できる。

ほぼ同一種類の粒子からなる斜方輝石集団l可士の比較はMgO/FeOモル比の測定値の平均値と標

準偏差を用いて十分であるが，様々な種類の粒子からなる斜方輝石集団同士の比較は，その測定平均

値と標準偏差の偏差が大きいため，測定値の分布範囲を用いて行うほうが妥当であろうと考えられる｡

今回の斜方輝石の測定結果と主成分モル比の分布図は巻末の「斜方輝石EPMA測定データ集」に

示した。また，各試料の測定一覧表と主成分モル比の分布図を，比較しやすいために，近い分析値の

ものをグループごとに巻末にまとめた。

分析した19試料の粒子は，その(MgO+FeO)/SiO2モル比の平均値が1.0前後の範囲に入り，斜

方輝石であることを示唆する （表10)｡MgO/FeOモル比の標準偏差は試料K4-7を除けば比較的

に大きいため，測定値の分布範囲を用いて化学組成分類を行った（表11,表12)。

(38-P1 )

比較的に単一種類をもつ斜方輝石固溶体粒子の集団である。

番号

K4-7

火山灰名 (MgO+FeO)/SiO2モル比

Ta－c？ 1.03±0.03

MgO/FeOモル比

1.84=t0.11

Tac火山灰の分析値と比較するためにユカンボシC15Tac火山灰の試料の分析値を以下の一覧

表に示して比較すると, (MgO+FeO)/SiO2モル比の平均値はよく一致するが，平均偏差は試料

K4-7のほうが小さくて単一な種類の斜方輝石であることを示唆する。すなわち, K47試料に含

28



Ⅳ 自然科学的分析

まれる斜方輝石はユカンボシC15Tac火山灰にあることは間違いない。
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さまざまな種類をもつ斜方輝石固溶体粒子の集団である

(MgO+FeO)/SiO2モル比範囲: 1.60～2.90
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※1本稿は『平成9年度｢キウス,西桔梗,柏台,茂別遺跡産出テフラ｣EPMA分析委託報告書」 1998年4月（ジオサウエンス

株式会社)からキウス5遺跡およびキウス7遺跡の試料に関連する部分までを､｢キウス5.7遺跡産出テフラのEPMA分析」

として掲載したものである｡巻末資料のうち斜方輝石EPMA測定結果データ集から関連部分を抜粋した。

※2キウス5遺跡､キウス7遺跡の試料の火山ガラス､角閃石の分析は行われていないため､(2)火山ガラス、(3)角閃石の

項は割愛した。したがって､火山ガラスEPMA測定結果データ集角閃石EPMA測定結果データ集も掲載していない。

※3顕微鏡写真は割愛した。
（鎌田）

29



Ⅳ 自然科学的分析

表9 テフラEPMA分析試料一覧表
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表10 斜方輝石EPMA分析科学組成分類一覧表

地点名

キウス4

試料名 火山灰名 輝石 角閃石 化学組成分類
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K4-9 W-44グリッド3中-1 ● 38-P2
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●KD1－3 Yo・Ps－3 38-P2

注：相対量：●：多量；○：中量；△：少量＋ 8微量。
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Ⅳ 自然科学的分析

表1 1 斜方輝石EPMA分析結果平均値一覧表

斜方輝石EPMA分析結果平均値一覧表
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表12斜方輝石EPMA分析結果平均値一覧表
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Ⅳ 自然科学的分粁

表14 K5-2 EPMA分析結果一覧表

EPMA分析結果一覧表
分析鉱物：斜方輝石；分子式： （M9,Fe)SiO3 ；少量Ca,A1.M､含有． 分析点数： 15～加試料名：K5.2
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図16 試料K5-2の斜方輝石主成分モル比分布図
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Ⅳ 自然科学的分析

表16 K7-1 EPMA分析結果一覧表

EPMA分析結果一覧表

分析鉱物：斜方輝石；分子式： （M9,Fc)SiO3i少量Ca,Al,Mn含有． 分析点数： 15～20試料名：K7．1
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Ⅳ 自然科学的分析

表17 K7-2 EPMA分析結果一覧表

EPMA分析結果一覧表
試料名：K7-2 分析鉱物：斜方輝石；分子式: (M9,Fe)SiO3;少量Ca・Al,Mn含有． 分析点数2 15～20
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図19 試料K7-2の斜方輝石主成分モル比分布図
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Ⅳ 自然科学的分析

3 キウス7遣跡から出土した土壌・土器に残存する脂肪の分析

帯広畜産大学生物資源化学科

スコーシャ総合科学研究所

中野益男

中野寛子、長田正宏

動植物を構成している主要な生体成分にタンパク質、核酸、糖質（炭水化物）および脂質（脂肪・

油脂）がある。これらの生体成分は環境の変化に対して不安定で、圧力、水分などの物理的作用を受

けて崩壊してゆくだけでなく、土の中に住んでいる微生物による生物的作用によっても分解してゆく。

これまで生体成分を構成している有機質が完全な状態で遣存するのは、地下水位の高い低地遺跡、泥

炭遺跡、貝塚などごく限られた場所にすぎないと考えられてきた。

最近、 ドイツ新石器時代後期にバター脂肪が存在していたこと、古代遺跡から出土した約2千年前

のトウモロコシ種子、約5千年前のハーゼルナツツ種子に残存する脂肪の脂肪酸は安定した状態に保

持されていることがわかった。このように脂肪は微量ながら比較的安定した状態で千年・万年という

長い年月を経過しても変化しないで遣存することが判明した。

脂質は有機溶媒に溶けて、水に溶けない成分を指している。脂質はさらに構造的な違いによって誘

導脂質、単純脂質および複合脂質に大別される。これらの脂質を構成している主要なクラス（種）が

脂肪酸であり、その種類、含量ともに脂質中では最も多い。その脂肪酸には炭素の鎖がまつすぐに延

びた飽和型と鎖の途中に二重結合をもつ不飽和型がある。動物は炭素数の多い飽和型の脂肪酸、植物

は不飽和型の脂肪酸を多く持つというように、動植物の種ごとに固有の脂肪酸を持っている。ステロー

ルについても、動物性のものはコレステロール、植物性のものはシトステロール、微生物はエルゴス

テロールというように動植物に固有の特徴がある。従って、出土遺物の脂質の種類およびそれらを構

成している脂肪酸組成と現生動植物のそれとを比較することによって、 目に見える形では遣存しない

原始古代の動植物を判定することが可能である。

このような出土遺構・遺物に残存する脂肪を分析する方法を「残存脂肪分析法」という。この「残

存脂肪分析法」を用いてキウス7遺跡から出土した土曠の性格を解明しようとした。
（1 ） 土壌試料

北海道千歳市に所在するキウス7遺跡から出土した、縄文時代後期のものと推定されている土曠や

埋甕内の土壌試料と対照試料としてそれらの出土層位と同一層の包含層の土壌試料を分析した。遺跡

内での土曠および埋甕の配置状況と対照土壌試料採取地点を図21に示す。試料No.1をV層の大型土曠

BP-1の擴底直上から、 No2をBP-2の曠底直上から、 N(l3をV層の深い土壌DP 1の曠底直

上から、 NO.4をV層の埋甕内から、 No5を対照試料としてV層の包含層から、それぞれ採取した。
（2） 残存脂肪の抽出

土壌試料273～9059に3倍量のクロロホルムーメタノール(2 : 1)混液を加え、超音波浴槽中で30

分間処理し残存脂肪を抽出した。処理液を濾過後、残置に再度クロロホルムーメタノール混液を加え、

再び30分間超音波処理をする。この操作をさらに2回繰り返して残存脂肪を抽出した。得られた全抽

出溶媒に1％塩化バリウムを全抽出溶媒の4分の1容量加え、 クロロホルム層と水層に分配し、下層

のクロロホルム層を濃縮して残存脂肪を分離した。

残存脂肪の抽出量を表19に示す。抽出率は0.0041%～0.0159%、平均0.0082%であった。この値は全

国各地の遺跡から出土した土壌、石器、土器等の試料の平均抽出率0.0010～0.0100%の範囲内のもの

であった。

残存脂肪をケイ酸薄層クロマトグラフィーで分析した結果、脂肪は単純脂質から構成されていた。こ
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のうち遊離脂肪酸が最も多く、次いでグリセロールと脂肪酸の結合したトリアシルグリセロール（トリ

グリセリド)、ステロールエステル、ステロールの順に多く、微量の長鎖炭化水素も存在していた。

（3） 残存脂肪の脂肪酸組成

分離した残存脂肪の遊離脂肪酸とトリアシルグリセロースに5％メタノール性塩酸を加え、 125℃

封管中で2時間分解し、 メタノール分解によって生成した脂肪酸メチルエステルを含む画分をクロロ

ホルムで分離し、 さらにジアゾメタンで遊離脂肪酸を完全にメチルエステル化してから、ヘキサンー

エチルエーテルー酢酸(80 : 30 : 1) またはヘキサンーエーテル(85 : 15)を展開溶媒とするケイ酸

薄層クロマトグラフィーで精製後、ガスクロマトグラフィーで分析した。

残存脂肪の脂肪酸組成を図22に示す。残存脂肪から9種類の脂肪酸を検出した。このうちパルミチ

ン酸(C16 : 0)、ステアリン酸(C18 : 0)、オレイン酸(C18 : 1)、 リノール酸(C18 : 2)、 ア

ラキジン酸(C20 : 0)、ベヘン酸(C22 : 0)、 リグノセリン酸(C24 : 0)の7種類の脂肪酸をガ

スクロマトグラフィー－質量分析により同定した。

試料中での脂肪酸組成パターンを見てみると、炭素数18までの中級脂肪酸の分布割合の違いにより

2種類のパターンがあった。 1つめは主要な脂肪酸がパルミチン酸で、次いでオレイン酸、ステアリ

ン酸の順に多いもので、試料NO1、 No2、 No.3がこれに当たる。 2つめは主要な脂肪酸がオレイン酸

で次いでパルミチン酸、ステアリン酸が多いもので、試料N(l4， No.5がこれに当たる。一般に考古遺

物にはパルミチン酸が多く含まれている。これは長い年月の間にオレイン酸、 リノール酸といった不

飽和脂肪酸の一部が分解し、パルミチン酸が生成するためで、主として植物遺体の土壌化に伴う腐植

物から来ていると推定される。また、オレイン酸の分布割合の高いものとしては、動物性脂肪と植物

性脂肪の両方が考えられ、植物性脂肪では特に根、茎、種子に多く分布するが、動物性脂肪の方が分

布割合は高い。ステアリン酸は動物体脂肪や植物の根に比較的多く分布している。 リノール酸は主と

して植物種子・葉に多く分布する。

一方、高等動物、特に高等動物の臓器、脳、神経組織、血液、胎盤に特徴的にみられる炭素数20以

上のアラキジン酸、ベヘン酸、 リグノセリン酸などの高級脂肪酸はそれら3つの合計含有率が試料No.

1～No3で約23～32%、 No'4とNo5で約16～18%であった。通常の遺跡出土土壌中でのアラキジン酸、

ベヘン酸、 リグノセリン酸の高級脂肪酸3つの合計含有率は約4～10%であるから、すべての試料中

での高級脂肪酸含有量は多めで、特に試料No1～No.3の含有量の方が多かった。高級脂肪酸含有量が

多い場合としては、試料中に高等動物の血液、脳、神経組織、臓器等の特殊な部分が含まれている場

合と、植物の種子・葉などの植物体の表面を覆うワックスの構成分として含まれている場合とがある。

高級脂肪酸が動物、植物のどちらかに由来するかは、 コレステロールの分布割合によって決めること

ができる。概して、動物に由来する場合はコレステロール含有量が多く、植物に由来する場合はコレ

ステロール含有量が少ない。

以上、キウス7遺跡の試料中の脂肪酸組成パターンには主要な脂肪酸がパルミチン酸であるものと、

オレイン酸であるものの2種類があり、パルミチン酸が主であるのはBP-1 試料N(l1、 BP-2試

料NU.2、DP－1試料NQ3で、オレイン酸が主であるのは埋甕試料N(l4と対照試料No5であることが分

かった。高級脂肪酸はすべての試料中に多めであったが、特に試料Nul～No,3に多いこともわかった。

（4） 残存脂肪のステロール組成

残存脂肪のステロールをヘキサンエチルエーテルー酢酸（80 ： 30 ： 1）を展開溶媒とするケイ酸

薄層クロマトグラフィーで分離・精製後、ピリジンー無水酢酸(1 ： 1）を窒素気流下で反応させてア

セテート誘導体にする。得られた誘導体をもう一度同じ展開溶媒で精製し、ガスクロマトグラフィー
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1V 自然科学的分析

により分析した。残存脂肪の主なステロール組成を図23に示す。残存脂肪から22～24種類のステロー

ルを検出した。このうち．プロスタノール、 コレステロール、エルゴステロール、 カンペステロール、

スチグマステロール、シトステロールなど8種類のステロールをガスクロマトグラフィー－質量分析

により同定した。

試料中のステロール組成をみると、動物由来のコレステロールはすべての試料中に約4～7％分布

していた。通常一般的な植物腐植土中にはコレステロールは2～6％分布している。従って、試料中

でのコレステロール含有量は通常の遺跡出土土壌中の植物腐植土並みであった。

植物由来のシトステロールは試料NO1に約2%、 NO4に約52%、他のすべての試料中に約19～28%

分布していた。通常の遺跡出土土壌中にはシトステロールは30～40％， もしくはそれ以上に分布して

いる。従って，試料NO1でのシトステロール含有量は通常の遺跡出土土壌中のそれに比べ非常に少な

く、 NO4では少し多め、他の試料中では遺跡出土土壌中の植物腐植土並みであった。

クリ、クルミ等の堅果植物由来のカンペステロール、スチグマステロールは、すべての試料中でカン

ペステロールが約2～9％、スチグマステロールが約2～7％分布していた。通常の遺跡出土土壌中に

はカンペステロール、スチグマステロールは1～10％分布している。従って、試料中に含まれているカ

ンペステロール、スチグマステロール含有量は通常の遺跡出土土壌中の植物腐植土並みといえる。

微生物由来のエルゴステロールはすべての試料中に約0.5～2%分布していた。 これは土壌微生物

の存在による結果と思われる。

哺乳動物の腸および糞便中に特異的に分布するコプロスタノールは、試料No.1とNO3に約23～29%、

No2に約6%、 NO4とNO5に約1～2%分布していた。コプロスタノールは通常の植物腐植土壌中に

は分布していないが、 1％程度の量は検出されることがある。また、コプロスタノールの分布により

試料中での哺乳動物の存在を確認することができる他に、 コプロスタノールが10％以上含まれている

と、試料中に残存している脂肪の動物種や性別、 また遺体の配置状況などが特定できる場合がある。

一般に動物遺体の存在を示唆するコレステロールとシトステロールの分布比の指標値は土曠で0.6

以上、土器・石器・石製品で0.8～23.5をとる。また、 コレステロールとシトステロールの分布比から

は動物種が判定でき、 ヒトの場合コレステロールとシトステロールの分布比は成人男性が4.25、成人

女性が2.75である。試料中のコレステロールとシトステロールの分布比とコプロスタノールとコレス

テロールの分布比を表2に示す。表からわかるように、 コレステロールとシトステロールの分布比は

試料NO.1が0.6以上で、他のすべての試料はその比が0.6以下であった。コプロスタノールとコレステ

ロールの分布比はコプロスタノールが10％以上含まれている試料NQ1で4.19、 NQ3で4.51でいずれも

男性に近い値を示している。試料NO'1はコレステロールとシトステロールの分布比も高く、試料NO.1

採取地点付近には動物遺体または動物由来の脂肪、特に哺乳動物の腸もしくは糞便由来の脂肪が残存

している可能性がある。試料No.3はコレステロールとシトステロールの分布比は0.6以下であるが、

コプロスタノールとコレステロールの分布比は成人男性の値に近かった。試料NQ3採取地点付近には

哺乳動物、特にヒトの腸もしくは糞便由来の脂肪が残存している可能性がある。試料N0.3採取土曠は

フラスコ状土擴に類する土曠とは形状が異なっており、 コレステロールとシトステロールの分布比は

0.6以下で、 コプロスタノールとコレステロールの分布比は成人男性の値に近いことから、 ヒトを含

む動物遺体を埋葬した可能性も高いが、 ヒトの糞便処理のための穴、すなわち便所遺構であった可能

性も考えられる。

以上、キウス7遺跡の試料中に含まれている各種ステロール類は、哺乳動物の腸もしくは糞便由来

のコプロスタノールとBP-1試料No1の植物由来のシトステロールを除き、すべての通常の遣跡出
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Ⅳ 自然科学的分析

土土壌中の植物腐植土並にしか含まれていないことがわかった。試料NO1のシトステロール含有量は

非常に少ないものであった。コプロスタノールはBP 1試料NO1とDP-1試料NO3に非常に多く、

特にそれらの試料中のコプロスタノールとコレステロールの分布比は成人男性の値に近いこともわかっ

た。また、 コレステロールとシトステロールの分布比は試料NO1が0.6%以上を示し、試料No1が動

物遺体または動物由来の脂肪が残存している可能性があることを示唆していた。試料N(l3採取土曠は

ヒトを含む動物遺体を埋葬した可能性も高いが、 ヒトの糞便処理のための穴、すなわち便所遺構であっ

た可能性も考えられる。試料中のコレステロール含有量を考え合わすと脂肪酸分析で試料NO1～NO3

に多めに含まれていた高級脂肪酸は、植物体の表面を覆うワックスの構成分由来のものが多いと推測

される。

（5） 脂肪酸組成の数理解析

残存脂肪の脂肪酸組成をパターン化し、重回帰分析により各試料間の相関係数を求め、 この相関係

数を基礎にしてクラスター分析を行って各試料間の類似度を調べた。 |司時に同じ北海道内のもので、

今回とは別の調査区について分析した同じキウス7遺跡、出土土曠にヒト遺体を直接埋葬した場合と

類似の脂肪酸が残存していると判定した美沢3遺跡、納内3遺跡、滝里38遺跡、出土土礦を土曠墓と

判定した兵庫県寺田遺跡、出土土器を幼児埋葬用甕棺と判定した静岡県原川遺跡、 ヒトの体脂肪、出

土土礦や出土土器にヒトの骨のみを埋納した場合と類似の脂肪酸が残存していると判定した北海道栄

町5遺跡、出土土曠を再葬墓と判定した宮城県摺萩遺跡、 ヒトの骨油、エゾシカ、 タヌキ、オットセ

イ、 イルカ、 クジラ、モズ、ツグミ、 クリ、 クルミ、ハイイヌガヤ試料など、各種遺跡試料や現生試

料の脂肪酸の類似度とも比較した。予めデータベースの脂肪酸組成と試料中のそれとでクラスター分

析を行い、その中から類似度の高い試料を選び出し、再びクラスター分析によりパターン間距離にし

て表したのが図25である。

図からわかるように、キウス7遺跡の試料NQ1は前回分析したキウス7遺跡の試料と共に相関行列

距離0.1以内でA群を形成し、 よく類似していた。キウス7遺跡の試料恥4と試料NQ5は前回分析し

たキウス7遺跡の試料No.15、摺萩遺跡、栄町5遺跡、 ヒトの骨油試料と共相関行列距離0.05以内でB

群を形成し、非常によく類似していた。キウス7遺跡の試料N(l2、 No8は、納内3遺跡、滝里38遺跡、

美沢3遺跡、原川遺跡、寺田遺跡、 ヒトの体脂肪試料と共に相関行列距離0.1以内でC群を形成し、

よく類似していた。他の現生動植物試料はD、E、 F群を形成した。これらの群のうちA群とB群は

相関行列距離で0.2以内の所にあり、樹状図全体からすれば同じ系統樹に属し、やや類似していた。

C群とD群も相関行列距離で02以内の所にあり類似しているといえる。

以上、キウス7遺跡のBP-1試料N(l1に残存する脂肪は同一群内に類似する対照試料がなかった

が、埋甕試料No.4、対照試料No.5が形成するB群の試料のヒトの骨のみを埋葬したことにかかわる遺

跡の試料やヒトの骨油試料の脂肪と少し類似することがわかった。 しかし埋甕試料NQ4、対照試料No.

5は脂肪酸組成パターン、コレステロール含有量、コプロスタノール含有量、 コレステロールとコフ．

ロスタノールの分布比がほぼ同じ傾向を示し、埋甕には動物脂肪が痕跡程度にしか存在していないと

推測される。キウス7遺跡のBP-2試料No.2とDP-1試料No8に残存する脂肪はヒト遺体を直接

埋葬したことにかかわる遺跡の試料やヒトの体脂肪試料の脂肪と類似していることがわかった。

（6） 脂肪酸組成による種特異性相関

残存脂肪の脂肪酸組成から種を特定するために、中級脂肪酸（炭素数16のパルミチン酸から炭素数

18のステアリン酸、オレイン酸、 リノール酸まで） と高級脂肪酸（炭素数20のアラキジン酸以上） と

の比をX軸に、飽和脂肪酸と不飽和脂肪酸との比をY軸にとり種特異性相関を求めた。この比例配分
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により第1象限の原点から離れた位置に高等動物の血液、脳、神経組織、臓器等に由来する脂肪、第

1象限から第2象眼の原点から離れた位置にヒト胎盤、第2象限の原点から離れた位置に高等動物の

体脂肪、骨油に由来する脂肪がそれぞれ分布する。第2象限から第3象限にかけての原点付近に植物

と微生物、原点から離れた位置に植物腐植、第3象限から第4象限に移る原点から離れた位置に海産
動物に由来する脂肪が分布する。

土壌試料の残存脂肪から求めた相関図を図24に示す。図からわかるように、試料NO1は第1象限

内で単独で、A群を、試料NO.2、 NO.3は第1象限から第2象眼にかけての位置でC群を、試料NO4と

NQ5は第2象眼内の原点に近い位置でB群を、それぞれ形成した。A群とC群の分布位置は試料中に

残存する脂肪が高等動物の血液、脳、神経組織、臓器等の特殊な部分、 または高等動物の体脂肪や骨

油に由来し、 B群のそれは植物腐植土中の脂肪と高等動物の体脂肪と骨油に由来することを示唆して
いる。

以上、キウス7遺跡のBP-1試料NO1、BP-2試料No.2、 DP-1試料NO3に残存する脂肪

は高等動物の血液、脳、神経組織、臓器等の特殊な部分に、埋甕試料NQ4、対照試料NO.5のそれは植

物腐植土中の脂肪と高等動物の体脂肪や骨油に由来することがわかった。

（7） 総括

キウス7遺跡から出土した土曠・土器の性格を判定するために、土曠や埋甕内の土壌試料の残存脂

肪分析を行った。残存する脂肪酸分折の結果、BP-1試料NQ1、 BP-2試料NO2、DP-1試料

NO3では主要な脂肪酸がパルミチン酸で、埋甕試料No.4と対照試料NO.5では主要な脂肪酸がオレイン

酸であることがわかった。高級脂肪酸はすべての試料に多めであったが特に試料NO1～NO3には多く、

この高級脂肪酸はコレステロール含有量も考え合わすと植物体の表面を覆うワックスの構成分由来の

ものが多く含まれていると推測される。

脂肪酸組成の分布に基づく数理解析の結果、 クラスター分析からは、キウス7遺跡のBP-1試料

NQ1に残存する脂肪と類似の脂肪は、相関行列距離的にごく近いところにはなかったが、 ヒトの骨の

みを埋葬したことに関わる遺跡やヒトの骨油試料の試料に残存している脂肪と少し類似していること

がわかった。埋甕試料NO4は対照試料NO5と非常に近いところにあり、 ヒトの骨のみを埋葬したこと

に関わる遺跡の試料やヒトの骨油試料の脂肪と類似することがわかった。じかし、埋甕試料No.4は対

照試料NQ5は、脂肪酸組成パターン、 コレステロール含有量、 コプロスタノール含有量、コレステロー

ルトシトステロールの分布比がほぼ同じ傾向を示し、埋甕には動物脂肪が痕跡程度しか存在していな

いと推測される。BP-2試料NO2とDP-1試料NO3に残存する脂肪は、 ヒト遺体を直接埋葬した

ことに関わる遺跡の試料やヒトの体脂肪試料の脂肪と類似することがわかった。種特異性相関からは

試料に残存している脂肪が高等動物の血液、脳、神経組織、臓器等の特殊な部分に、埋甕試料、対照

試料のそれは植物腐植土中の脂肪と高等動物の体脂肪や骨油に由来することがわかった。

残存するステロール分析の結果、試料中に含まれている各種ステロール類は、哺乳動物の腸もしく

は糞便由来のコプロスタノールがBP-1試料NO.1、DP-1試料NQ3に非常に多く、植物由来のシ

トステロールがBP-1試料NO.1に非常に少ないほかは、すべて通常の遺跡出土土壌中の植物腐食土

並にしか含まれていないことがわかった。コレステロールとシトステロールの分布比はBP-1試料

NO1が0.6以上を示し、 この試料には動物遺体または動物由来の脂肪が残存している可能性があるこ

とがわかった。コプロスタノールとコレステロールの分布比はBP-1試料No1とDP-1試料NO3

が成人男性の値に近く、哺乳動物、特にヒトの腸もしくは糞便由来の脂肪が残存している可能性があ

ることもわかった。しかし、試料NO3採取土曠は、 フラスコ状土曠に類する土壌とは形状が異なって
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おり、 また、 コレステロールとシトステロールの分布比が0.6以下で、 コプロスタノールとコレステ

ロールの分布比が成人男性の値に近いことから、 ヒトを含む動物遺体を埋葬した可能性も高いが、 ヒ

トの糞便処理のための穴、即ち便所遺構であった可能性も考えられる。

以上の成績から、キウス7遺跡の土礦BP-1、 BP-2、 DP-1に残存する脂肪はヒト遺体を

直接埋葬したことに関わる試料中の脂肪と類似していることがわかった。特にBP－1試料採取位置

付近はヒト遺体中の骨部分に当たっていた可能性や、 ヒト遺体は男性であった可能性も考えられ、 D

P－1もヒト遺体は男性であった可能性が考えられる。しかし、土曠DP-1は形状が若干フラスコ

状で通常の土曠墓と判定されるものとは少し異なる点と、 この土曠でのコプロスタノール含有量が非

常に多いことを考え合わすと、 ヒトの糞便処理のための穴、すなわち便所遺構であった可能性も考え

られる。埋甕に残存する脂肪はヒトの骨のみを埋葬したことに関わる試料中の脂肪と類似しているこ

とがわかった。埋甕試料が対照試料と同じ傾向を示したことから、埋甕には動物脂肪が痕跡程度しか

存在していないと推測される。
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表19 土壌試料の残存脂肪抽出量

試料No. 採取地点 湿重量(9) 全脂質(mg) 抽出率(%)
墳底直下

ノノ

〃

甕 内

包含層

１

２

３

４

５

BP-1

BP-2

DP-1

埋

V眉

273.2

905.4

477.1

290. 1

303. 1

43.3

41.3

20.4

11.9

36.5

0.0159

0.0046

0.0043

0.0041

0.0120

表20 試料中に分布するステロールの割合

二]ﾌﾛｽﾀﾉｰﾚ／
~／~

／3ﾚｽﾃﾛｰﾙ”和弗咋‘試料No. ｺﾌﾛｽﾀﾉｰﾙ(%) ｺﾚｽﾃﾛｰﾙ(%) ｼﾄｽﾃﾛｰﾙ(%)

１

２

３

４

５

29.05

5．56

22．55

1．20

1．66

6．94

4.41

5．00

3．98

4.51

1.90

28.29

18.57

52.24

25.49

3．65

0.16

0．27

0.08

0． 18

4． 19

1.26

4.51

0．30

0．37
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4 キウス7遣跡の土曠内から検出された植物珪酸体について

帯広畜産大学近藤錬三

キウス7遺跡で確認された縄文後期の大型土曠（フラスコ状土曠）曠底部および埋甕内に埋積され

た土壌の植物珪酸体分析を行ったので、その結果を報告する。

（ 1 ） 供試土壌

分析に用いた試料は、大型土曠BP-1からBP-4の曠底直上の腐植層4点と埋め甕を安定させ

るために付近の土を埋め戻したと考えられる土壌1点、計5地点の試料である。

BP-1からBP-4試料はいずれも大型土曠曠底部直上（倉橋1977 ;図V-31～34)の黒褐色土

V層(Ta-cの下位）に相当する。

（2） 植物珪酸体の分離、定量法（近藤、 1977）

土壌から植物珪酸体を分離する方法は以下の通りである．

風乾細土10gを500mlのトールビーカーにとり、過酸化水素、熱塩酸、および超音波処理後、 フル

イと沈降法によって5～200,umの粒径分を得た． この分試料0.5～1.09をマルトー・クイックセパレー

ター用遠心管にとり、比重2.3のナトリュウム・ポリタングステイト重液とよく混合した。 これを約

2000rpmで5～10分間遠心分離した後、遠心管上の浮上物を前もって用意したろ紙に移した。この

操作は、浮上物が肉眼で認められなくなるまで繰り返した（ほぼ3回)。

ろ紙上の植物珪酸体を温水でよく洗浄した後、 秤量管に移し、 105℃で乾燥した。この重量を測定

し植物珪酸体量としたが、多くの試料は不純物の混入が多かったので、不純物と植物珪酸体の割合を

計数し、植物珪酸体量を補正した。植物珪酸体の同定は、上記の植物珪酸体試料の少量をスライドグ

ラス上にとり、 クローブで展開した後、植物珪酸体を回転しながら偏光顕微鏡下で行った。植物珪酸

体の分類は近藤・隅田（1977, 1981)、近藤・佐瀬（1986）および近藤・堀（1994）にほぼ準じた。

（3） 植物珪酸体の形態的特徴と分類

供試土壌から分離した植物珪酸体は、大部分がイネ料植物起源であったので、それらの形態別組成

(表1、表2） を中心に記載した。すなわち、 イネ科植物珪酸体を短細胞珪酸体と非短細胞珪酸体に

二大別した。さらに、短細胞珪酸体をタケ型（長座鞍形)、キビ型（亜鈴形)、ウシノケグサ型（ポー

ト形)、 ヒゲシバ型（短座鞍形)、短円錐台型、長円錐台型、その他に細別した。非短細胞珪酸体はファ

ン型、ポイント型、棒状型、椎骨型、フラスコ型、パイプ型およびその他に細別した。広葉樹起源珪

酸体はハメ絵パズル型、多角形型、多面体状型およびその他に細別される。針葉樹起源珪酸体は移入

仮道管、内皮細胞由来の立方体および棒状形態の珪酸体が主である。

シダ類起源珪酸体にはハメ絵パズル型や組織片が含まれるが、本報では表面に多数の小円孔を有す

る棒状形態の珪酸体のみをシダ類起源珪酸体とした。

1 ）イネ料草本起源珪酸体

①短細胞珪酸体

(a) タケ型（写真1 :A～C)

タケ亜科（タケ類、ササ類）および一部のダンチク亜科の葉身表皮細胞に特徴的に観察される長座
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鞍形植物珪酸体である。供試土壌のタケ型はすべてササ属（チ、マキザサ節）に帰属する。

(b)キビ型（写真1 :D～F)

暖地型イネ科草本であるキビ亜科（ススキ、エノコログサ、 ヒエ、キビ、アワなど）および一部の

ダンチク亜科の葉身表皮細胞に特徴的に観察される亜鈴型、複合亜鈴型および十字形珪酸体である。

(C)ウシノケグサ型（写真1 :G, H)

寒冷地型イネ科草本であるイチゴツナギ亜科（ウシノケグサ、 イチゴツナギ、 ノガリヤスなど）の

葉身表皮細胞に特徴的に観察される矩形、楕円形およびボート形珪酸体である。

(d) ヒケシバ型（写真1 : I)

シバ、ニワホコリなどのスズメガヤ亜科、 ヨシ属およびタケ亜科の表皮細胞に特徴的に観察される

短座鞍形珪酸体である。ヨシ属(1)由来が比較的多く観察される。

(e)短円錐台型

イチゴツナギ亜料、ダンチク亜科の葉身および葉鞘、 タケ亜科の葉鞘、地下茎の表皮細胞に観察さ

れる円錐台珪酸体である。

(f)長円錐台型

ダンチク亜科、 タケ亜科の葉身、葉鞘および地下茎に観察される（スプール形）珪酸体である。

(9)その他

(a)-(9)に帰属しない短細胞珪酸体。コルク細胞由来の珪酸体も含まれる。

②非短細胞珪酸体

(a) ファン型（写真1 : J, K)

イネ科草本類の葉身の機動細胞（泡状細胞）由来の扇状（または、食パン状）形態の珪酸体である。

試料中に検出されるファン型はササ属(K)に由来するものが大多数である。 ヨシ属由来のフアン型

はほとんどみられない。

(b)ポイント型（写真2 : L,M)

イネ科草本の葉身表皮のプリッケルヘア一に由来する矢尻型、 またはかぎ状形態の珪酸体である。

この種の珪酸体は、 とくにタケ亜科(L)やイチゴツナギ亜科(M)に多く含まれている。

(c)棒状型（写真1 :N, O)

イネ科草本の葉身の長細胞に由来する棒状形態の珪酸体である。棒状珪酸体は短細胞珪酸体とは異

なり、 イネ科植物グループとさほど関係は認められない。

(d)パイプ型（写真2 :A)

イネ科草本の葉身のミクロヘアー由来の珪酸体である。

(e) フラスコ型（写真2 :B)

イネ科草本の葉身のマクロヘアー由来の珪酸体である。

(f)グローブ状型（写真2 :C)

イネ科草本の葉身の柵状細胞由来の珪酸体で、 イネ族・ タケ亜科とキビ亜科・イチゴツナギ亜科と

では形態が異なる。Cはササ属由来の柵状細胞珪酸体である。

(9)その他（写真3 :D)

一部、細胞間隙由来の珪酸体(D)を含むが、ほとんど給源細胞は不明な珪酸体である。
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2）広葉樹起源珪酸体

(a)はめ絵パズル状（写真2 :E)

広葉樹の葉部表皮細胞に見られる珪酸体で、表皮細胞が接合する細胞壁が曲がりくねった波状とな

ることによりはめ絵パズル状形態を示す。なお、シダ類においても普通に観察される。

(b)多角形状

ブナ科などの広葉樹の葉部表皮細胞に見られる珪酸体で、表皮細胞の接しあう細胞壁が直線となっ

て4角形、あるいは5角形状の形態と示す。

(d)多面体状（写真H～K)

モクレン科で観察される不規則な多面体状珪酸体であるが、どの細胞に帰属するかは不明である。

(e)その他

(a) (d)以外の広葉樹起源珪酸体。厚壁異形細胞（スクレライド）由来のY字状、仮道管（トラ

チヤイド）由来の螺旋紋を有する紡錘形珪酸体が主なものである、

3）針葉樹起源珪酸体（写真2 : F)

マツ科の葉身の表皮細胞、移入仮道管、内皮に由来する立方体、棒状形態の珪酸体である

のファン形や棒状型に類似するものがある。Fは内皮由来の珪酸体に類似している。

イネ科

4）シダ類起源珪酸体

給源細胞は不明であるが、シダ類の葉部で検出される表面に多数の小円孔を有する棒状、あるいは

ゴーダチーズ様形態の珪酸体である。

a)未同定珪酸体（写真2 :G;写真3 :A～G)

この種の珪酸体は、主に給源細胞が不明なものから珪酸体の破片、風化物までI幅が広い。カヤツリグ

サ科などの種子表皮細胞（写真2 :G)由来の珪酸体も一部含んでいる。 とくに、A～Gの板状珪酸

体はすべて試料に多少なりとも含有されている特有な珪酸体である。この給源植物はまだ不明である。

b)炭化片（写真3 :H)

すべての試料に数パーセント含まれている植物炭化片。BP-1試料に特に多く含まれていた。樹

木片の炭化したものが多い。

（4）植物珪酸体分析

供試土壌の比重2.3以下の分（植物珪酸体）中には不純物の混入が多く、正確な植物珪酸体量を得

ることはできなかった。特に、BP-3からBP-5試料は、過半が火山ガラスなど（植物珪酸体と

比重が近似）の不純物で占められていた。そこで、比重2~3以下の分について植物珪酸体の粒数割合

を求め、 この分量に乗じて求めた値を便宜的に植物珪酸体量として表した（表-21)。

植物珪酸体量は、 0.16～2.84％と土曠底部の試料としては比較的高い値を示した。 これは、土曠が

掘削され、使用中か埋積過程の初期に当時の地表から曠底部に流入した腐植土であったためで、特定

の植物を貯蔵したことによるものではないと思われる。

植物珪酸体組成を見ると、 イネ料植物起源珪酸体が76～84％と大部分を占めており、樹木起源およ

びシダ類起源珪酸体は3％以下と極めて少ない。

｜

’
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イネ科起源珪酸体は、短細胞珪酸体が全体の22～33％、機動細胞、長細胞などの非短細胞珪酸体が

43～59％をそれぞれ占めていた。この両者の比はBP-4試料(06) を除き0~4前後であった。

短細胞珪酸体の中では、いずれの試料もタケ型が圧倒的に多く、ついでウシノケグサ型、キビ型の順

であった。他方、非短細胞珪酸隊の中では、ファン型、ポイント型、棒状型の比較的大きい珪酸体が大

部分を占め、 ミクロヘアー、マクロヘアー、柵状細胞などに由来する珪酸体は全て1％以下であった。

短細胞および非短細胞起源珪酸体いずれも試料間では大きな違いは認められないが、BP-4試料

はフアン型とポイント型がほかの試料に比べ約10%低い値を示した。

短細胞珪酸体と機動細胞珪酸体の形態的特微から全試料ともササ属に帰属する珪酸体が多かったこ

とがわかる。すなわち、土曠掘削後まもなく、あるいは貯蔵庫などとして利用されたのち、それほと・

時間経過を経ないで当時の地表（腐植層の一部）が、擴底部に埋積したものと思われる。

植物珪酸体の分析結果から、当時の生活面である遺跡周辺にはササ属、キビ亜科およびイチゴツナ

ギ亜科イネ科草本が落葉広葉樹の林床として繁茂、あるいは陽地性草本類と草地を形成していたもの

と思われる。

広葉樹起源珪酸体のいずれのタイプも2％以下と極めて少ないが、多面体状珪酸体がこの中では比

較的多い。このタイプは、モクレン科に一般に観察され、キタコブシに帰属する珪酸体に類似する。

はめ絵パズル状や多角形状珪酸体はミズナラ、サワシバ、ハルニレなどの広葉樹に由来するものと思

われるが出現頻度は極めて伝い． 同一試料(BP-5を除<)の花粉分析の結果ではミズナラを主と

する落葉広葉樹が遺跡の生活空問となっていた草地や荒れ地を囲んでいたことが山田（1997）により

報告されている。モクレン科の花粉は検出されていないが、特徴あるモクレン科由来の珪酸体から、

これらが上記の落葉広葉樹の構成種とともに存在していたものと思われる。なお、シダ類起源珪酸体

は全試料とも少量（0.7～2.25％）ながら含有していた。

未|司定珪酸体はBP-4試料を除き試料間でさほど違いは見られない。BP-4試料はこの値がほ

かの試料より6～11%高く、 また、この中に特徴ある形態の珪酸体（写真3 :A～G)が約7%含ま

れていた。類似の珪酸体として針葉樹起源やササなどの茎に由来するものがあるが、いずれの珪酸体

とも異なる。いまのところこの給源植物は特定できないが、いずれの試料のにも多少含有されている

こと、形態的特徴などから、土曠掘削時、あるいはそれ以前に遣跡周辺に繁茂していた非樹木（草本

類） と推測される。いずれにしてもBP-4試料は他の試料と異質である。単純に土曠掘削時の表層

が流入したものばかりとはいえない。
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表21 キウス7遺跡土壌の植物珪酸体組成（％） （1）
山 口

短細胞珪酸体 (A)

試料 植物珪酸体量 タケ型 キビ型 ゥシノケ

グサ型

ヒゲ

シバ型

錐円

型

短

台

錐円

型

長

台

その他

BP-1 2． 67 18． 74 1 ． 91 3． 56 0． 33 0． 91 0. 08 1 ． 1
~

BP-2 2． 84 15． 77 2． 64 1 ． 45 0． 34 0． 1 7 1 ． 45

BP-3 0､ 67 1 9， 26 0． 7 1 ． 1 2 0． 12 0‘ 46 0. 7

BP-4 0． 16 19‘ 62 2． 8 2． 23 0． 42 0. 85 1 ‘ 16

’

一

DP-1 1 ‘ 72 13‘ 65 1 ． 75 3， 29 0． 28 0． 63 0． 21 1 ． 61

非短細胞珪酸体 (B)

試料 ポイント型ファン型 棒状型 椎骨状型 パイプ型フラスコ型 その他 A/B比

－

１

２

３

４

１

~
~
~
~
~

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｄ

29． 1 1 1 ． 52 14， 74 0． 1 1 0． 24 0． 41 1 ． 57 0． 46
~

26． 83 13． 04 1 5． 45 0． 34 0． 51 0． 51 2． 2 0． 37

27． 5 15． 89 13 0. 23 0． 23 0． 35 1 ． 39 0． 4
~

15． 8 8． 38 16． 8 0, 1 1 0． 21 0． 95 0． 52 0． 63
’

一
24． 64 14． 7 15． 61 0‘ 07 0． 07 0． 21 1 ， 23 0， 38

表22 キウス7遺跡土壌の植物珪酸体組成（％） （2）

広葉樹起源珪酸体 針葉樹

起源

珪酸体

シダ類

起源

珪酸体

読み取り数未同定珪酸体試料 ハメ絵

パズル型

多角

形型

多角

形状

炭化片

＊

その他

BP-1 1 1 ． 67 (0, 83） 7． 9 12060． 91 0． 91 1 ． 160． 24 0‘ 98

BP-2 14. 90 (1 ， 36） 1 1 773． 120． 6 0． 34 1 ． 1 1 0‘ 34 2， 22

Ⅷ
｜
岬

862BP－3 0． 23 16． 23 (3， 13）0. 46 0． 12 1 ． 31 0． 7

943BP-4 29. 19 (6． 79）0． 1 1 0， 1 1 0． 74

1428DP-1 1 7． 36 (2. 66） 1 ． 790． 42 0． 21 1 ． 26 0． 28 0． 98 1 ， 54

*生物起源粒子に占める割合
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Vまとめ

1 キウス5遣跡

平成6～10年の5年間の調査面積は54,155㎡、検出遺構は住居跡112軒、土曠550基、小ピット40基、

Tピット62基、木柱4本、柵列16列（杭穴310基)、焼土761カ所、炭化物集中163カ所、集石40カ所、

フレイク・チップ集中22カ所、出土遺物は約61万点である。調査範囲は東側からA～Dの4地区に分

けられる。A･B地区はキウス川右岸の谷底平野～河岸段丘～丘陵斜面部分で、谷底平野の低位平坦

面には旧河道がある。C･D地区は西に緩やかに傾斜する台地である。遺構・遺物は旧石器時代から

アイヌ文化期まで幅広いが、A地区は縄文時代早期と後．晩期、 B地区は前・中期、 C地区は中期、

D地区は早期が主体である。以下地区別・年度別に概括する。なお、土器の型式名で時期を示す。

( 1 )A地区

平成6年度の調査では、住居跡7軒、土曠19基、焼土57カ所、炭化物集中132カ所、集石6カ所、

フレイク ・チップ1カ所を検出し、 このうち住居跡4軒、土曠10基、小ピット5基、焼土31カ所、炭

化物集中63カ所、集石1カ所、フレイク・チップ1カ所を報告した。住居跡は段丘上に縄文時代早期

中葉暁式期1軒、後期前葉（中期後半） 1軒、晩期末葉2軒がある。土曠は住居跡に近接する早期前

葉（中葉） と後期前葉の各1基を除き晩期中葉～後葉のもので、住居跡に近接するものと旧河道部に

2つの分布域をもつ。早期中葉暁式土器をはじめ縄文時代早期～擦文時代の遺物18,954点が出土した。

主体は晩期末葉である。旧河道からは中期のカゴ状繊維製品や後．晩期の槌状木製品が出土した。

平成7年度の調査(註1)では、住居跡7軒、土曠153基、Tピット7基、小ピット27基、焼土162カ

所、炭化物集中17カ所、集石16カ所、フレイク・チップ集中2カ所を検出した。住居跡は縄文時代前

期以前1軒、後期中葉5軒、晩期末葉～続縄文時代初頭1軒がある。土曠は早期5基、後期41基、晩

期41基続縄文時代26基、擦文時代とアイヌ文化期各1基、時期不祥・不明39基があり、後期～晩期

の墓が主体である。鉄製鍬先を伴う擦文時代の墓と蝦夷刀が副葬されたアイヌ文化期の墓も各1基あ

る。遺物は縄文時代早期～アイヌ文化期の141,175点が出土したが、後期中葉と晩期末葉が多い。旧

河道からは後・晩期の槌状木製品が出土している。

平成8年度の調査(註2)では、住居跡35軒、土曠340基、Tピット7基、小ピット30基、木柱4本、

焼土348カ所、炭化物集中83カ所、集石16カ所、フレイク・チップ集中5カ所を検出した。住居跡は

縄文時代早期中葉暁式期5軒、虎杖浜式・沼尻式期1軒、東釧路Ⅲ式期1軒、早期後葉20軒、中期前

半2軒、中期4軒、後期前葉と後期各1軒がある。土擴は早期13基、中期29基、後期14基、晩期216

基、擦文時代1基、時期不祥・不明67基で、晩期後葉の墓が主体である。焼土との相関関係がある。

晩期後葉の壺棺を伴う大型土曠墓としてUP-318がある。遺物は縄文時代早期～擦文時代の248,600

点が出土しているが、晩期後葉が過半数を占める。旧河道から後・晩期の木製容器や槌状木製品が出

土している。

(2) B地区

平成7年度の調査(註3)では、住居跡38軒、土曠13基、Tピット12基、焼土43カ所、礫・剥片集中

4カ所を検出した。住居跡はすべて縄文時代前期前半のもので、調査区域中央部の低位平坦面の南側

に1軒、西側の南向き斜面に37軒ある。斜面にあるものは標高23～26mの等高線に沿って4列をなす。

土曠は早期～前期2基、前期3基、前期～中期3基、中期もしくは後期2基、中期～晩期2基、時期

不明1基である。中期から後期前葉Tピットが2基1組で見つかっている。遺物は縄文時代早期後半

57



V まとめ

～擦文時代の70,706点が出土しているが、前期前半が主体である。

平成8年度の調査では、住居跡9軒、土曠7軒、Tピット13基、焼土91カ所、集石1カ所を検出し

た。住居跡は縄文時代前期前半4軒、後期後半5軒がある。前期前半のものは、旧河道の西側に1軒、

東側に3軒、標高25～27mの等高線に沿って並んでおり、前年度に調査した集落と一連のものである。

中期後半のものは、東側台地の縁の標高34～35mに分布し、柏木川式期1軒、北筒式期4軒である。

前期前半の多量の石器を伴う土曠墓(P-19)、曠底部から草木類の炭化物が出土した中期後半のフ

ラスコ状ピット (P-14)ほか中期の土曠5基を検出した。Tピットは北筒式期もので、東側の緩斜

面と|日河道の東側の平坦面に分布する。前年度検出されたものと列をなすものもある。遺物は縄文時

代早期前半～晩期後葉の約18,000点が出土した。前期前半と中期後半が多い。調査区西端の台地縁か

らは手のひら大のサツマアゲ状土製品が出土している。

平成9年度の調査では、平成7年度調査区の低位平坦面の南西側の縁で住居跡1軒、土曠2基を検

出した。住居跡は縄文時代前期前半、土曠は早期～前期と前期前半である。遺物は縄文時代早期後半

～前期前半の5,269点が出土したが、ほとんどが前期前半である。

(3) C地区

平成8年度の調査では、住居跡15軒、土曠18基、Tピット1基、柵列16列、焼土42カ所、集石1カ

所、フレイク・チップ．集中3カ所を検出した。住居跡は縄文時代中期前半萩ケ岡2式期2軒、中期後

半柏木川式期12軒、擦文時代前葉1軒である。土曠は前期前半2基、中期前半萩ケ岡2式期5基、中

期後半柏木川式期10基である。B地区のP-19同様に多量の石器を伴うLP-1･2が検出された。

杭穴が16列魚鱗状に並んだ柵列は「シカの追い込み猟」などの用途が想定される。遺物は縄文時代早

期～晩期・擦文文化期の約17,000点が出土した。中期後半が主体である。土製品には三角形土製品や

再生土製円盤がある。

平成9年度の調査では、住居跡3軒、土曠7基、焼土33カ所、集石1カ所、 フレイク ・チップ集中

6カ所を検出した。住居跡は縄文時代前期後半大麻V式期1軒、中期前半の萩ケ岡1 ． 2式期1軒、

中期後半1軒である。土擴は前期後半大麻V式期1基、中期前半萩ケ岡1 ． 2式期6基である。遺物

は旧石器時代～擦文時代の22,774点出土したが、縄文時代中期前半、後期後葉が主体である。 また、

旧石器時代の遺物が550点出土しており、そのうちの2点からフィッショントラック年代測定により

19,600年、 20,400年という値を得ている。

平成10年度の調査では遺構は検出していない。遺物は225点出土した。土器は縄文時代中期前半円

筒土器上層式・萩ケ岡1式、中期後半柏木川式、後期中葉鮠澗式、晩期後葉タンネトウL式がわずか

にある。旧石器時代の遺物として石刃1点と細石刃2点が出土している。

(4) D地区

平成8 ． 9年度の調査で、焼土l1カ所とフレイク集中5カ所を検出した。焼土6カ所とフレイク集

中は縄文時代早期後半東釧路Ⅳ式期のものである。遺物は71,044点出土しており、大半はフレイク ・

チップ．である。土器は早期後半東釧路Ⅲ．Ⅳ式や中期前半のもの、後期後葉御殿山式がわずかに出土

している。 （鎌田）

脚注

註1平成6年度検出遺構の継続調査分および平成8年度調査した隣接する300㎡部分を合わせて報告しているため､当該年度

のみの調査ではない｡検出遺構数や出土遺物点数も同様である｡便宜上この項でまとめる。

註2平成6年度未報告分､平成7年度検出遺構の継続調査分を合わせて報告している｡註1と同様である。

註3TP-1は次年度の調査区にかかっていたため半割した状態での報告である｡便宜上平成8年度調査の遺構数に含める。
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V まとめ

表23 キウス5遺跡年度別検出遣構数。出土遺物点数一覧

遺 構 数＊，

躯 錨鞭 繩礁i 雛藷号 （陥年） 蛎跡 士勝 Tﾋｯﾄ ﾄﾋｯﾄ ホ柱 Will

(肺）

協土 IM" 喋石 FC"

*b

置吻点＃

（財）北海道埋蔵文化財センターによる調査

A|"6 1 1. 270 1 1HM調笛9!f(1 9951 1 4 1賊6 |蝉WW92*(1995)

０

4

０

７

ｋ

２１ 10 5
nl

jl 63 1 1 18, 954
~ ~

嗽7 1鯉辮篤115#(1996)

*d

4, 100 8

*e

153 7
、ワ

4I 162 17 16 ２ 141, 175
~ ~ ~

賊8 鯉催*｛

300

9， 200

耀熱第125*(19981

*8

nF

JO 340 ７ 30 4 348 83 248， 600

*h

16 5
~

丁「賊7 帆綱第1O4f(1996)14, 370 38 13
〈

リ

ノ

“

ｇ

ｏ

Ⅱ

且

ｑ

Ⅱ

Ｉ

且

、

》

命

，

43 70, 706
４

川

叫

△

Ｄ

１

Ｉ

Ｊ

ａ

⑱

ｍ

ｙ

~ ~ ~ ~

I賊8 1鯉辮篇116*(1997)2， 700 ９ ７
（

叩

、

Ｕ

Ｄ

可

Ｉ

Ｌ

４

Ｉ

Ｉ

Ｌ

６

甲

不

７

91 18, 000

*h

1~
~

"9 1 961 1 1""126*(1998)l l l 21 -I -I -| =1-I -i -| - 5， 269

賊8 鯉綱篤116#(1997)C 5， 750 1K
人』 18 1

１

１

０

６

１

１

３
１

42 17, 000

*h

’ ３~ ~

"9 9, 326 1"WW126*(19981

"10 1, 643鯉綱篤136*(19991

千歳市教育委員会による調査

DVIi 8 2, 630愉赦|附議酷書XXV

¥'9 1, 900 (1998)

賊8

軸9

慌赦II臓識鵠XXV

(1998)

００
３０

６９
２１

４

５

７

２

７

２

２２６

’

１

｜
~~
冊

一
~~~~~~~~

７

’

３

’

11 ５ 71) 044
~ ~ ~ ~

16ﾘll

I脈

310)

合計 54, 155 8 113 550 40 62 4 761
1ハn

lり0
りり
ムム 613, 74740

脚注

*& ‘願|こして拙熊#･繊蝿鵠k州て雛して濡桐一癖力轆酷されている飴轆譲上|職て難してい恥01ﾒﾋもら”酷割熊さ舷。

*b :ﾌﾚｲｸ･ﾁｯ潅中。

*c : 1, 730i1il:0繍餓7'

*d :¥'8年織部300iと欺轆。

*e :10柵艶加いﾙｶiLH-l上LH-6靴瞬92で椴齢hてい紘艫轍と創吋｡徽轆0鵬'上船されていたLH-11獺凝樋。

*{ :賊7年醗査0AME4, 100㎡船。

*g |V'9年醗理催賊6鞭糊告01! 730㎡の上層柵およWIi7"|こ一搬出して8鞭|繊維した鰄卿。

*h !鮴礁嚇綴脈ﾙﾙ職

*i :鮮勵議欧かかつてい6TP-ll蝿報で0酷#脈離鮒調して離した繩辮116噸う，

*j :S-41鳩聯ﾌﾚｲｸ嗽械力轆で|獅棚ってい‘。

I=p
Lノリ
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表25 キウス5遺跡A地区年度別検出遺構時期一覧 (1 ）
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表26 キウス5遺跡A地区年度別検出遺構時期一覧（2）

縄 文 時 代 織醗アズ

前期 ｜ 中期 ｜ 後期 ｜ 晩期 脚 イIM
緋I僻|鮴;絆|旗標蝿|繊櫻擬峨峨ヌ＃

祇胤蛾

遺構数 鵬
ア
佃
靴

圃

四

備 考

l
Ta-c

より耐
Ta-c

より耐

熊削1l TI-c

より血 計

叩雛¥-釧櫻。

捌州。

剛維-樽，

棚轤卿，

一

一

一

一

当

二

》

２

こ

え

》

》

》

一

一

斗

》

叶

呼

耆

丁

：
一
：
一
；
．
．
》
~
↓
・
一
：
一
：
一
・
”
~
一
~
一
~
・
一
・
一
：
一
；
．
：
一
：
・
・
・
一
；
。

。
■
｜
■
ｑ
、
Ｏ
Ｄ
ｇ
ｏ
》
“
■

■
・
鍼
・
・
，
。
。
》
■
。
・
・
。
恥
■
阜
口
■
『
。
。
。
□
》
ｅ
ｅ
”
・
令
託
■
。
。
。
。
》
。
・
・

一

・

・

４

１

’

・

信

‐

ｈ

Ｕ

。

・

冬

》

寺

・

・

・

レ
ー
ト
一
々
三
一
一
一
一
一
一

~
~
~
~
~
~
~
~
~

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

~
~
~
~
~
~
~
~
~

↑

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

当

》

当

一

一

当

当

－

５

－

Ⅲ

》

》

準

》

雫

』

｜

』

》

一

雫

｝

》

》
一
》
１
》

．

・

・

・

・

．

｜

◆

・

一

・

．

．

・

１

．

・

・
‐
‘
・
一
‐
。
：
一
・
？
・
・
僻
・
・
！
・
・
一
．
‐
：
。
｝
・
‐
‐
・
一
・
一
，
‐
誰
，
：
。
‐
一
：
一
‐
・
一
‐
・
・
‐
・
《
・
：
・
一
‐
’
一
．
‐
卦
‐
↑
‐
・
一
．
・
・
・
・
一
・
‐
‐
‐

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

~~~~~~~

．

“

．

。

。

ロ

一

・

ロ

’

。

ロ

・

４

■

Ⅱ

Ⅱ

ロ

。

。

。
■
■
■
ヘ
ー
。
。
ロ
ー
■
・
・
■
“
。
Ｄ
・
・
。
》
。
・
・
■
■
ハ
■
Ｏ
Ｄ
Ｃ
《
△
一
口
・
》
■
・
■
ｑ
凸
》
。
。
「
・
■
》
■
・
・
”
ｑ
《
。
。
■
。
》
。
ｂ
一
■
’
包
り
。
。
■
・
鞆
。
。
’
・
■
「
ｑ
凸
・
・

一

一

一

一

一

一

一

一

》

一

一

一

一

》

一

一

一

一

》

』

｝

》

』

叩

一

鋸

咄

亜

亜

０

４

》

冬

‐

。

・

’

一

一

一

一

当

二

》

２

二

基

一

一

一

』

一

》

》

》

一

一

斗

》

叶

呼

豊

－

２

一

一

》

一

一

．
一
：
一
；
．
．
》
~
↓
・
一
：
一
：
一
・
”
~
一
~
一
~
・
一
・
一
：
一
；
．
：
一
：
・
・
・
一
；
…
一
：
：
一
；
~
・
一
：
…
一
：
．
…
一
…
・

~~~~

一

・

・

４

１

’

・

信

‐

ｈ

Ｕ

。

・

冬

》

寺

・

・

・

・

・

・

↑

・

■
｜
■
。
、
Ｏ
Ｄ
ｇ
ｏ
》
“
■
｜
■
・
鍼
・
・
，
。
。
》
■
。
・
・
。
恥
■
阜
口
■
『
。
。
。
□
》
ｅ
ｅ
”
・
令
託
■
。
。
。
。
》
。
。
。
■
・
へ
■
。
。
。
》
■
Ｄ
”
Ｄ
華
◇
。
。
。
■
》
“
。
ｂ
・
■
《
。
。
■
。

｜

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

１

Ｉ

Ｌ

ｏ

１

Ｉ

１

・

そ

。

。

②

。

・

・

・

・

・

・

。

，

捌轤-練‘

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~繍櫻-卿篠．

徽繰一蹴藻。

&轆削前。

M棚前。

剛，

卿鮮，

卿瀧馴棚LP12恥ﾘ。

蠅蝋一…---｜中雛判il,

釧中削前‘

綱隙肺，

剛肺i,糊棚TP22.

Ta-cより肌い，

聯-中世蹴棚USP3恥ﾘ，

叩雛半-卿漁

&棚前｡馴棚LSP10勘ﾘ，

l～Tﾋｯ’ ７ 7Ⅲ

2～

l～
『 ,｡ D ･･･1. - . 口 . ‐ ･ - ‐ -‐- .『 ‐ 一･･ ･-1. " ‐ ｡｡｡ ｡ D ､ . ~~ ･『

l～

～4'ﾄﾋｯﾄ 12 り7
ムリ15

-5－，そ ~~~~

一一

J ，

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~2～！

16 1 146 1 162 晩期隣UF｡

卿

蹴襟，

聯-繩揃蕊，

ロ
・
ロ
宮
４
２
Ⅱ
０
．
４
１
Ｉ
よ

□
。
。
、
７
口
ｅ

》

“

亜

一

《

“

へ

．
。
．
ｎ
４
Ｊ
。
．

》
↓
一
Ｋ
Ｊ
》
令
一
一

~
~
~
~
~

。
ｆ
■
Ⅱ
Ⅱ
．
ロ
ロ
“

~
~
~
~
~
~

凸
甲
■
。
■
■
■
■
■
且
■
Ｂ
■
■
■
・
守
■
■
・
申
牙
。
。
Ｂ
■
●
■
・
■

~
~
~
~
~
~

~
~
~
~
~
~

~
~
~
~
~
~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

。
■
■
■
雫
■
ロ
ー
■
■
》
Ｂ
■
■
■
■
》
■
■
・
■
Ｂ
鋸
■
Ｂ
■
。
早
《
■
甲
■

ｎ

ノ

】

．

一

。

・

ワ

。

~

~

~

~

~

）

”

｜

》

亜

弱

準

〆
・
手
、
。
。
。
。

宮

４

２

Ⅱ

０

．

４

１

’

よ

う一

・

“

へ

３

協 土 | 16

Fo ■ 甲 =■ ロﾛ■■ ■ ■■■= ■ ■ ■ ■■e ●~

縦剛胤

卿~敵,時期WUFlカ所ﾙﾘ。

蝋LF,

1－ラ

「
－
１
－
１

~~~

４
８
１
１
．
Ｂ

■
一
。
０
亜
口
。
・
・
■
蝿
・
Ｄ
０

~
~
~

一

唖

》

毛

。

．

輔繰，

蝋

柳-徽鴨

中州願一蹴‘

中榊葉・

柳櫻-倒櫻。

柳僻-削*，

鯛………~ ~

綱-棚ﾎ。

今

・

一

．

’

◆

・

川

拙

．

｜

｜

》

一

》

｜

”

》

｜

》

一

一

唖

一

噸

一

》

↓

託

一

一

一

１
１
」
１
１
・
ｑ
Ｕ
◆
Ｏ
Ｌ
、
｜
」
↑

‐
一
‐
入
：
一
．
。
‘
叩
．
‘
「
必
・
↑
・
由
・
↑
．
・
哨
：

~
~
~
~
~
~
~
~

一

一

↑

》

↑

一

一

一

．

－

．

一

↓

一

》

『

《

、

一

日

、

プ

ロ

。

’

・
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

~~
~ ■

。
。
６
・
■
・
”
・
辛
口
ロ
ー
■
Ｄ
イ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
■
Ｐ
。
ｂ
ｏ
■
ら
■
。
ｑ
’
。
。
■
。
“
。
。
》
■
や
一
”
■
や
。
。
。
ｂ
・
，
阜
Ｄ
Ｄ
Ｂ
ｂ
ｏ
■
。
＆
・
ロ
・
・
Ｄ
ｏ
ｒ
ｏ
－
。
。
》
ｅ
・
一
・

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~
~
~
~
~
~
~

~~~~~~

。
■
ｅ
ｑ
Ｄ
・
■
。
。
鞆
ｂ
・
一
ｂ
・
『
Ｄ
”
凸
０
勺
・
・
■
・
少
阜
，
。
。
。
。
。
。
。
。
”
■
・
一
。
。
、
。
。
■
・
こ
む
Ｄ
■
・
Ｊ
Ｄ
。
。
■
。
■
ｑ
■
■
・
《
。
－
。
・
矩
■
・
ｌ
Ｄ

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~
~
~
~
~
~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

》

『

一

『

一

一

一

一

『

一

『

》

↓

》

一

一

一

~~~~~~
《

｜

》

》

｜

》

｜

》

｜

《

》

卜

￥

ト

ー

俳

一

叶

一

出

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

：
‐
（
・
蚤
：
一
：
一
：
叩
；
：
写
：
望
・
・
当
・
・
望
：
一
恥
~
菫
：
望
・
・
室
・
・
望
：
一
部

酷
一
筆
一
》
。
｜
・
一
・
｜
・
一
・
ｑ
４
－
↑
恥
↑
一
一
一
一
一
↑

~~~~~
．

｜

・

一

・

。

｜

・

一

・

１

．

１

．

Ｄ
Ｃ
■
砂
。
。
｜
“
。
・
印
・
ｅ
－
Ｄ
Ｄ
『
■
■
。
。
『
■
・
一
Ｄ
・
辛
口
・
一
・
。
。
》
“
■
『
４
・
“
■
”
｜
凸
。
『
。
。
■
■
酉
阜
”
・
Ｃ
Ｆ
Ｏ
。
■
ご
ｑ
■
■
ｑ
ｑ
■
砧
。
。
。
。
。
■
ｐ
０

~~~~~~~~~~~~~~

，

一

。

’

。

．

一

・

一

』

’

。

’

。

“

一

》

一

”

壷

一

》

１

１

》

↑

》

↑

》

↓

二

二

一

》

刊

二

一

一

唖

一

噸

一

》

↓

託

一

一

一

亜

訓
＋
弧
・
垂
・
判
・
咋
唖
・
巻
．
・
基
・
・
》
．
：
。
…
：
：
．
…
・
・
…
~
：
…
，
：
：
；
：
：
．
…
・

~~~~~~
一
一
↑
》
↑
一

棚楪-篠，

捌巾乳しく|ﾎ襟‘

倒棟-襟‘

捌櫻-卿

側榑一蹴襟，’卜~ ~"~ ~

’
62
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表27 キウス5遺跡A地区年度別検出遺構時期一覧（3）
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表28 キウス5遺跡A地区年度別検出遺構時期一覧（4）
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表29 キウス5遺跡B地区年度別検出遺構時期一覧

遺構数 ｜鵬 縄
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表30 キウス5遺跡C地区年度別検出遺構時期一覧
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2 キウス7遣跡

馬追丘陵西側の丘麓には多くの浸食河川が形成されており、本遺跡群はキウス川を含むそれらの小

支流に挟まれた舌状台地の沢頭周辺の緩斜面(標高約40～46m)に位置している。近隣には国指定史跡

｢キウス周堤墓群」や「タンネトウL遺跡｣、 「丸子山遺跡」などが見られる。

キウス7遺跡の調査は平成5年度から開始され、昨年度で予定地のすべてが終了した。調査面積は

21,949㎡で、検出した遺構は603基、遺物は約17万点である。

各地区の調査結果は北埋調報第127集の「調査の概要」に一覧表が掲載してあるので参照されたい。

尚、概略を以下の様にまとめておいた。

平成5年度の調査では、竪穴式住居跡3軒、土曠19基、Tピット1基、焼土20カ所等が検出されて

いる。住居跡は3軒ともに縄文時代中期末葉～後期中葉、土曠は早期末葉1基、後期前葉～中葉5基、

晩期9基、続縄文時代2基、不明2基となっている。遺物は早期末葉のコッタロ式土器をはじめ中期

～晩期のものが出土している。また、V層中からオロシガネ状土製品とスタンプ状土製品の一部も出

土している。主体は後期中葉手稲式と晩期後葉タンネトウL式期のものである。

平成6年度の調査では後期中葉の竪穴式住居跡3軒、後期後葉1軒、計4軒確認されている。土曠

は6基検出され、早期後葉のもの1基、中期後葉1基、後期中葉3基、晩期中葉1基となっている。

また後期中葉以降と思われるTピットも4基検出されている。この他に焼土14カ所等が見つかってい

る。遺物は早期末葉～晩期、続縄文時代、擦文時代の各時期ものが出土しているが、主体となるのは

後期中葉手稲式と晩期後葉タンネトウL式期のものである。

平成7年度の調査では縄文時代中期中葉の竪穴式住居跡1軒、後期初頭の平地式住居跡3軒、後期

中葉の平地式4本柱（住居跡） 4軒と竪穴式住居跡8軒が確認されている。この他に、続縄文時代の

土曠4基、縄文時代後期～晩期のもの52基、Tピット6基、焼土151カ所等が見つかっている。 また

アイヌ文化期と思われる道跡も検出されている。遺物は縄文時代後期中葉の手稲式土器をはじめ、晩

期後葉タンネトウL式、前期を除く早期末葉～続縄文時代の各自期のものが出土している。

平成8年度の調査では縄文時代後期中葉の手稲式土器を伴う竪穴式住居跡3軒、平地式住居跡1軒

が検出されている。この他に、土曠13基、焼土81基等が確認されている。遺物は手稲式土器、鯆澗式

土器が多く、晩期のタンネトウL式土器がこれについで多い。後期のタプコプ式や堂林式、早期のコッ

タロ式も少数であるが出土している。また調査区中央のV層中から、黒曜石製の通称｢花十勝｣を素材

にした左右対称形の異形石器(北埋調報117集、口絵カラー参照)なども出土している。

平成9年度の調査では縄文時代早期後半の竪穴式住居跡9軒、後期前葉の住居跡5軒、後期中葉1

軒、中期後半が1軒検出されている。土曠は縄文時代晩期～続縄文時代にかけてのものが3基、縄文

時代早期の土曠19基、後期前葉5基、後期中葉2基、中期～晩期3基、後期～晩期2基となっている。

この他に焼土39カ所、炭化物集中8カ所等が見つかっている。遺物は縄文時代早期後半コッタロ式期

のものが主体で、他には縄文中期～晩期、続縄文時代の各時期のものが出土している。

また、当調査においてキウス遺跡群で初めて旧石器時代のブロックが確認された。内訳は細石刃、

細石刃核、彫刻刀形石器、打面再生剥片、石刃、スポール等が出土した。年代は水和層測定の結果、

9,000～13,000年代という値を得ている。

平成10年度（当報告）の調査区は、昨年度工事計画変更に伴い、昨年度の調査区に隣接する南東端

部を調査したざ遺構は検出されなかった。遺物は昨年度と同様で、縄文時代早期後半コッタロ式期の

ものが主体である。この他に縄文時代後期、続縄文時代のものがわずかに出土している。

（笠原）

戸庁
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表32 年度別検出遺構一覧
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表33 年度別出土遺物一覧
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3 キウス5， 7遣跡産出テフラのEMPA分析結果について

キウス5遺跡産出テフラの対比のための基礎データを得ることと、キウス7遺跡の火山灰質ローム

層の成因を知るために、鏡下観察と鉱物（斜方輝石）の化学組成分析を行なった。鏡下観察は、試料

を水洗、超音波洗浄、筋い分け後、粒径1/4 1/16mmの粒子をペトロポキシ154で封じたプレパラー

トを作成し、カバーガラス全域で行なった。鉱物化学組成の分析はジオサイエンス株式会社に依頼し、

EMPAにより行なった（Ⅳ－2章参照)。

（1 ）キウス5遣跡のテフラ

分析に供したテフラは、恵庭岳起源の降下軽石堆積物En-a(基本土層のⅦ層） と支笏カルデラ起

源の軽石流堆積物Spflとの間の風成二次堆積物（基本土層のⅨ層）中に産出する（図14)。これらの

テフラは層厚数Crnで、斑状ないし断続的に産出する。

試料1のテフラは青灰色で、粗粒砂～細粒砂サイズの岩片・スコリアから成る。遊離結晶は斜長石

が多く、少量の不透明鉱物と僅量の斜方輝石、単斜輝石、角閃石を含んでいる。

試料2のテフラは黄灰色で、極粗粒砂～粗粒砂サイズの軽石・スコリアから成る。遊離結晶は斜長

石が多く、僅量の石英、斜方輝石、角閃石、不透明鉱物を含んでいる。

試料3のテフラは榿色で、細礫～粗粒砂サイズの軽石から成る。遊離結晶は斜長石が多く、僅量の

石英、斜方輝石、不透明鉱物を含んでいる。斜長石は短冊状で、網目様の火山ガラスに被覆されてい

る。

試料1の斜方輝石のMgO/FeO(mOl/molo以下|司じ）は、 1.43から2.94までの広いレンジを示

す。このレンジの中で、 1.40～1.60, 2.05, 2.40～3.00の三グループがあるようにみえる。

試料2の斜方輝石のMgO/FeOは、 1.16から3.07までの広いレンジを示す。このレンジの中で、 1.50

以下、 1.80～2.50 （または、 1.80～2.20, 2.20～2.50)、 2.90～3.10の三～四グループがあるようにみえ

る。

試料3の斜方輝石のMgO/FeOは、 1.13から3.44の広いレンジを示す。このレンジの中で、 1.40付

近に比較的まとまったグループ°があるようにみえる。

各試料ともMgO/FeOは広いレンジを示しており、それぞれにいくつかの値のグループが認めら

れそうである。このことは、各テフラとも一つの均質なマグマに由来しない可能性があることを示し

ていると考えられる。

千歳周辺でEn-aとSpflの間の層準の既知のテフラとして、羊蹄山起源のYo.Ps-1、Yo.Ps2、Yo.

Ps-3、恵庭岳起源のEn-bがある（町田・新井、 1992)。これらのテフラと試料1～3のテフラとの関

係は未詳であるが、 ｜日石器時代の鍵層ともなりうるので、今後対比のための基礎データを蓄積してい

く必要がある。

千歳市の柏台1遺跡では、En-a直下のローム層中で旧石器時代の遺物が出土しており、テフラも

二～三枚確認されている。これらのテフラと今回取り上げた試料1～3のテフラとの関係については、

次年度に報告する。

（2）キウス7遺跡の火山灰質ローム層

キウス7遺跡に限らず、千歳周辺では、En-aの直上に火山灰質のローム層が堆積している。キウ

ス7遺跡では、 このローム層が樽前山起源の降下岩片・スコリア(Ta-c･基本土層のⅣ層） とEn-a

との間に発達し（図14)、旧石器時代の遺物が出土している。本ローム層中では遺物が出土するので、

Enaが単純に風化したものとは考えがたく、ローム層の構成物や鉱物化学組成からその成因を明ら

かにしようとした。
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Ena直上のローム層は黄褐色で、層厚30～50cmである。En-aの堆積構造は残していない。上部10

~20cmは土壌化している。ローム層中にはEn-aの円磨された軽石（粒径1～2cm)が散在してい

る。鏡下では、三試料とも斜長石が多く、少量の斜方輝石、単斜輝石、角閃石、不透明鉱物、僅量の

石英を含んでいる。また、無斑晶の白色の軽石を含む。

斜方輝石のMgO/FeOは、試料1で1.86～3.17、試料2で1.87～2.94、試料3で1.91～2.86である。

上位の試料ほどレンジが広い。三試料とも1~80～220に多くの値が集中するが、数個は大きく離れた

位置にプロットされている。

Enaは斜方輝石、単斜輝石、及び斜長石斑晶に富む軽石で、遊離結晶としてこれらの鉱物のほか

不透明鉱物を含んでいる。ローム層中には、En-aには含まれない鉱物とEnaとは異なる軽石を含ん

でいる。これらのことは、ローム層中には、外来の物質が混入していることを示している。また、鉱

物の化学組成においてかけ離れた値を示すものがあることも、外来物質を含むことを支持している。

したがって、Ena直上のローム層はEn-aの風化物ばかりでなく、周辺からの物質が二次的に運搬さ

れて形成された地層だと考えられる。ローム層中の軽石が円磨されていることもその証拠である。運

搬の営力は主に風であろう。

参考文献

町田洋・新井房夫（1992） ｢火山灰アトラス｣。東京大学出版会、 276pp。

(花岡正光）
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1 表土除去後の清掃作業(W→E)

2 Ⅲ層調査終了状況(W→E)

写真図版1 キウス5遺跡の調査（1 ）
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